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The origin of metamorphic and metasomatic rocks By,.H.Ramberg. 
Eruptive rocks. By S. J. Shand. 
A handbook of rocks. By J. F. Kemp, revised by F.F. Grout. 
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The origin of m2tamorphic and metasomatic rocks. By Kamberg,H. 

Chicago AMICMISAEBO associate professor で ある 著者 は 結晶 化学 及び 
熱 力学 を 地 衣 に 於 ける 専 結 醒 作用 と 変 代 作 用 に 関す る 変成 岩 及 び 変 代 岩 石 の 研究 に 
WAL, 著者 自身 の 研究 並び に 多数 の 文献 を 引用 し て 本 書 を 著 し た 。 先 づ 変 成 作 用 に 
対す る 定義 , 変成 作用 と REAL OMOSURCRUO CMAN, BROAD MICE 
て は 種々 の 条件 下 に 於 ける 場合 を 詳 議 し , 変成 鉱物 の 平衡 図 の 項 で は 単 成分 系 及び 多 
成分 系 に 分 け て 多く の 鉄 物 の 平衡 関係 を 説明 し て いる 。 次 に 変成 作用 の chemical 
kinetics, 岩石 鉱物 の 変形 に 関す る 動力 学 , stress-antistress minerals, AAeeoO 
構造 的 性 質 と mineral facies, 変 代 作 用 , 岩石 中 に 於 ける 物質 の 変 代 移動 の 機構 , 
metamorphic differentiation 並び に その 原理 , 接触 変 代 作 用 , KARL 
BoE a OZER, 広 区 域 変 成 岩 類 の 変 代 作 用 , 広 区 域 変成 作用 に 於 ける 温度 等 に 
就 い て 130 に 達する 多く の 附図 を 以 て 詳し く 説 明 し て いる 。 外圧 に 対す る 物質 の 蒸 
AE, (EIA SHORE, WROMAS, BH, 圧力 下 に 於 ける 鉱物 の 
diffusion と 化学 的 安定 性 , 化学 的 結合 力 と 弐 酸 塩 中 に 於 ける 陽 イ オン の 分 布 等 著者 
の 研究 分 野 に 於 ける も の は 特に 詳細 な 論述 が 行わ れ て いる 。 変成 岩 類 に 於 ける 交代 作 
用 の 項 で は 花岡 岩 化 作用 の 問題 に 触れ , ERA SARE LOTELR DOC 
(ER 2 ASO REAK SRO CLRWOE RIMS 7 項目 に 豆 つ て 説明 し , 叉 
花 賠 岩 化 作用 の 原因 , 広 区 域 変成 作用 に 於 ける スカ ルン の 形成 , 広 区 域 交 代 作用 に 
LS BRO YES ICH TO BRUT So 此 の 方 面 に 携 る も の に と つて は 其 非 一 読 
すべ き 良 書 と し て 推薦 出来 る 。 AMIE 290 BA, 附図 130, BS 20 六 用 いら れ , 
巻 選 に は 参考 文献 が 一 括 し て ある 。 (The University of Chicago Press, 1952 年 , 
4000 円 ) [植田 ] 
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: Mineralogical studies on the soil genesis (2): The clay 
minerals in the soil derived from granodiorite 
at Ogoe, Fukushima Prefecture (1) 


ee 3 Y — (Jun-ichi Masui)* 


Abstract; 1. Six samples with different colors, textures, etc., were 
selected according to the depth in the soil derived from granodiorite 
at Ogoe, Fukushima Prefecture. 

2. Atter the collected materials in wet state were treated with 
6% H,O, in order to disolve organic matters, they were dispersed in the 
NaOH solution with pH 8.5. These dispersed materials were separated 
is eight fractions by sedimentation method and centrifugation, and then 
the iron-hydroxide were removed by using Truog’s method. 

3. The mineral compositions of the sand fractions with diameter 
over 0.02 mm were quantitatively investigated under microscope. The. 
materials of the fractions of <0.2 » and 0.5-1.0 » were studied by means 
of X-ray powder photograph, chemical analysis and differential thermal 
analysis. 

4. From these experiments. it was confermed that nontronitic 
montmorillonite, halloysite, kaolinite, degraded illite and _ their 
interstratified mineral occur in the soil profile 

5. It seems that the nontronitic montmorillonite was formed 
at the early stage of the weathering of granodiorite rich in bases. 

6. It has been followed by the. formation of halloysite and 


kaolinite. 
7. The change of soil condition seems to be the cause of the 


‘formation of interstratified mineral. 
8. In finer fraction halloysite is contained far more than 
kaolinite, while kaolinite is much more in coarser traction. 


9. The degraded illite is a weathering product cf bictite. 


* 東北 大 学 農 学部 
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1 緒 2 

(ERE EO BULEU HO LO RICHY Tid Goldich”, Cady”, 
Mackenzie), Walker’), Jackson?) 原田 氏 9” 等 に より 研究 が 行わ れ , 
基 の 風化 過程 , 土壌 粘土 鉄 物 の 生成 或 は 叉 造 岩 鉱物 の 風化 に 対す る 抵抗 性 
等 に 就 い て 新しい 知識 が 得 ら れつ ゝ ある 。 

花 賠 岩 の み な ら ず 或 る 特定 な 岩 右 の 風化 を 考え る 場合 , 基 の 環境 要素 を 
無視 し て 風化 過程 を 結論 し 或 は 比較 する 事 は 不可 能 で ある 。 同 一 母 材 か ら 
或 る 一 環境 下 で は kaolinite, holloysite 等 の 1:1 lattice type O#E+-RK 
物 の 生成 が 見 られ る に 反し , 別 の 環境 下 に 於 て は montmorillonite OF 
き 2:1lattice type の 粘土 鉱物 が 生 じ た と し て る も 勿論 そこ に 矛盾 は な く , 
問題 は 夫 等 土壌 粘土 鉄 物 の 生成 され る 環境 に ある 。 

土壌 の 生成 が 充分 に 行わ れる BA, 異種 の 母 材 か ら 同 じ end-product 
が 生成 され , 母 材 と 粘 二 鉱物 と の 間 に 関係 が な い EBRZEN TAR, B 
BEORM< HBA CMD NAAS << HRBROTA DH SwMwMel, 
TEBE O AE RIL HE RE ARIZ BH FEO THAN 4 RUB IZ ALBEKE ASK 
FNL ORE SV SOD EBA SNS. BIC BU MHLEY CBA T 
みる と , DB*©AHHWMRBMOLEH OC ERMLMMLae POG 
岩 鉱物 の 基 の 環境 に 於 ける 風 4 ヒ に 対す る 抵抗 性 に 多少 と も 関係 を する る も 
の で あろ 3 う 3。 即 同一 気候 環境 下 に あぁ つて る も 地形 , 植生 或 は 母 材 , BUCS 
えば 其 の 母 材 の 鉱物 組成 , 構造 と 芸 つ た 岩石 学 的 な 性 質 普 びに 造 岩 鉄 物 そ 
れ 自 身 の 風 化 に 対す る 性 質 等 に よ ょ つて 形成 され る 環境 に 支配 せら れる も の 
で ある 。 

BU Gite tBI DOL! CARRE CMS 比較 的 近似 し た 地形 基 他 の 
環境 下 一 勿論 之 は 絶対 的 の も の で は な い が ー に 於 ける 種々 の 岩 石 の 風化 を 


Goldich, S. S.; A study in rock weathering, Jour, Geol., 46, 17~58, 1938. 

2) Cady, J.G: Rock weathering and soil formation in the North Carolina, 
Piedmont Region, Soil Sci., Soc. Amer. Proc. 15, 337~342, 1950. 

3) Mackenzie, R.C., Walker, G. F. and Hart, R: Illite occurring in de- 
composed granite at Ballater, Aberdeenshire, Miner, Mag., 28, 704~7 

13, 1949. 


Walker, G.F.: The decomposition of biotite in the soil 


, Miner. Mag., 
28, 693~703; 1949 


Jackson, M.L and Donald Sherman, G.: Chemical weathering of minerals 
in soils, Advances in Agron. V. 219~318, 1953. 


8) 原田 光 : 火成岩 の 風化 に 関す る 研究 , TROBE, Bt, 26, 519~523, 
577~580, 1952. 


7) 原田 光 : 火成岩 の 風化 に 関す る 研究 , TERI O Bt, 4b, 27, 106~ 
109, 1953. 
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Eee ZHI E OFBDICRALHRENS, BHAA PEL PAS 


AB BE ORES BMS kO CES BER LEM, LOLS 


TULA sem SD BULL D> OC <, 花山 関 緑 岩 及 三種 の 火山 灰 が 含 


まれ て お り , 多少 と も 混乱 を 避け 得 な か つた 。 本 研究 に 用 いた 試料 は 表 層 
は 大 山 灰 を 混 え る が 其他 は 花 賠 隊 緑 岩 土壌 で あり , 此 の 中 に 含ま れる 造 岩 


BNR BSE LS VEE RR EE IPA es BU toate U0 0< 
FEAR MIE ROBE HADI LE OCHIZRET BZ, 


2 地形 , HARUBSORA 
試料 は 東北 本 線 郡 山 の 東方 約 20 FF, 大 越 町 附近 の 丘陵 性 山地 に 於 て 探 


- 集 し た も る の で ある 。 


附近 の 地形 地質 に 就 い て は 既に 報告 し た 如く , BERRI TERI RIS 
有 な 細か く 刻 まれ た 標高 500~690 米 の 丘陵 性 山地 で , ACH, eee, 
Raw, 鞭 措 山 等 の 残 丘 が が 此 の 調和 を 破っ て いる 。 芝 等 の 残 丘 は 角 関 石 環 
es, ANAS RESOMEEL MCS), 丘陵 性 山地 は 之 等 塩基 性 岩 類 
ten < Emme lc Lo ce man So 

(Cm RE MSD SERIE OMICS DORA DANSE, 
一 般 に 石英 , ERA SRA, 黒雲 母 , SNEtEROLL, BRR, F 
VVGBH, VER, 炎 灰 石 , ジル コン 等 を 副 成 分 鉄 物 と する も の で ある 。 研 究 
ER (Ea AR aS TER BIS A ABER ID ONS 
が 概して 完 完 上 品質 等 粒状 構造 を 示し , 主 成分 鍼 物 と し て 石英 , TRA, RHE 
Peer REA reo. SHO 8, BRA, RIKAMRM SN, 
FANE EROS B72 Re ETS 

ME CLE (30%), ERA (10%), SA (20%), BEER (10 
hs fa PEG (23%) Oth, Bikoetmt CHa, RIKAD RO RKB 
(22H 5%) が 認め られ る 。 BRL 1~0.5mm OAR MORE t 
り 成 る 事 が 多く , (ORMOMIt THT 4. ERA iki ¥ Bei da C 
Rice RABEL !~0.5mm の 大 さ で ある が , 中 に は 2~d3mmiIc 
達する も の が ある 。 淫 開 に 治 い 屋 々 汚 光 さ れ カ オリ ン / ヒ が 僅か に 認め られ 
る 。 鈴 長石 は An%20 で 灰 草 長石 に 相当 し , ユー2mm O+ Bein CR 
WM da eA, BEBO S BSN, 時 に カオ リン 化 を 受け て いる も の が 
HS, BES 0.5~-I1mm, 半 自 形 の 結晶 で , AEM X's Yee 


デ ペ 三 ミミ 


as 


Z! > ABE CHL, 度々 0.01~ 0.005 mm 大 の 鯛 灰 石 或 は 梅 石 を 包 裏 


1) Masui, J: Studies on the genesis of clay minerals, Tohoku Jour. Agr. 
Res. 4, 97~116, 1954. ; 
2) FFE — : BBR SRARICK CHER tHe CCBAC RVG 
和 土肥 , 24, 277~280, 313~317. 1954. 
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+H, fPGals 1~2 mm 犬 の 自 形 乃 至 半 自 形 結晶 で , 時 に 5mm 以上 の 
も の が 認め られ る 。 多 色 性 は 一 般 に XX! HRS, Zo: 帯 黄 緑色 で , 
緑色 の 姜 し いも の が ある 。 履 々 橋 石 を 包 脅 する 。 共 他 火 灰 石 , 橋 石 或 は 少 
量 の 磁 鉄 鉄 が 存在 する が , 0.1~0.05 mm 大 の 自 形 結晶 で 殆 ん ど 黒 雲母 或 . 
AAO AM MLL CRM SN ZIIAE AVS 


3 HSE OPE AK MAGEE 


研究 に 用 いた 試料 は 既に 述べ た 大 越 町 の 西方 約 1 km, 標高 400~500m 
丘陵 性 山地 の 一 部 で 控 集 し た も の で , 田畑 と し て 耕作 を られ な た 小さ な 併 し 
PHOKVACHEO Eh, HOMO LBL CABARET, 雑 未 林 に 被 
われ て いる 。 擦 集 地 は 南西 に 面 し た 1 ~20° の 傾 貸 地 で , (me, な ら , 
< 0SOHRAOH, PHLL CHEBRA TWH 

土壌 の 断面 を 基 の 色 , 土 性 , 構造 等 より 6 TiC RDUKRVOME CRE. 
し た 。 了 断面 の 形態 及 性 状 は 次 の 通り で ある 。 
No.11. (0~13cm) : チョ コレ ー ト 黒色 を 呈 する 砂 壌 年 で 2~3mm の 粒状 構造 が 
め ら れ , 可 成 り 多 孔 質 で 灯 着 性 は 殆 ん ど な い 。 肉眼 的 に 石英 及 真 希 光 沢 を 有する 黒 
母 が 存在 する 。 pH 5.8 
No.12 (13~36cm) : 多少 チョ ヨコ レー ト 色 を 帯び る ボ が 上 層 h よ いり る も 漠 い 黒色 を 時 すず す 
SWAT, 粒状 構造 る 同様 認め ちら れ , 多孔 質 で 粘着 性 は な い 。 石英 , 長石 及 真 欠 光 沢 
を 有する 黒雲 母 が 多少 認め られ る 。 pH 6.0 

No.18. (36~74cm) : # ae, FUROR RLS, 粒状 構造 は 上 層 よ ょ より る 大 
きい 。 粘着 性 は 多少 増加 する 。 黒 雲母 の 小片 は 可 成 り 多 い 。 pH 6.2 

No.14. (74~114cm) : ar RBAOWHLC, 上 層 よ いり る も 赤 味 を 減じ 黄色 を 境 - 
加 す る 。 粒状 構造 は 多少 認め ちら れる 。 可 成 り 粘 着 性 は ある が , BEER, 石英 粒 は 更に 
多 く な る 。 pH 6.5 

No.15.(114~142cm) : HRRBE EHUD, RERO)THOTS( A 
英 も 赤 多 量 に 認め られ る 。 構造 は 見 られ な い 。 粘 落 性 も 減少 する 。 pH 5.8 

No.1€, (142cm 以 下 ) : 帯 黄 淡 補色 を 量 し , 母 岩 が 単に 風化 に より 柔 く な つた ゞ け す 
で , 石英 , 長石 , 黒 雲母 , 角 図 石 の 結 品 及 黄 福 色 の 粘土 より 成る る の で ある 。 pH 6.0 


4 試料 の 分 離 及 調製 
土壌 中 に 含ま れる 粘土 鉱 物 は 基 の 源 を 複 雑 な 母 材 に 仰ぎ , 四季 を 通じ て 
気候 環境 変化 の 影 枚 を 受け る た め , 単 一 種 と し て 存在 する 事 は 稀 で あつ て 。, 
一 般 に は 二 種 以上 の 粘土 鉱物 の 物理 的 な 混合 物 或 は 近年 次 第 に 明か に され 
つ ゝ ある 異種 粘土 鉱物 の mixed layer aggregate t LU CHEFS_ KEL 
MMO aS LAD ROKS AADC HS LUBA, 普通 lw WE 
の 細か い 結 品 で あつ て , MOEAAKCH SLR WR, BEORPICHK 
C2 MBC SRS ZO AME 2 OS, MOR TES 
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FALSE HS SNS ABET MOIR KETC DSO, 蓋 
者 は 出来 る 限り 純粋 な 試料 を 得る た め に 沈降 法 及 遠心 分 離 器 を 用 いて 将 径 
に よる 純化 を 行い , 次 の 様 な 操作 に ょ つて 試料 を 精 鑑 し た 。 

ERA E> 6%H.O, SAV LIC CREEL CE 
機 物 を 分 解除 去 後 , >200/ を 飾 で 除き , N-NaOH を 少量 加え て PpH=8.5 
(No.11,12 D4 N-HCl を 使用 し PH=5.0) と し 分 散 懸 泡 せ し め , Stoke’s 
law & AW CHE 2u に 相当 する 粒子 の 沈降 時 間 を 計算 し , その 時 間 の 経 
過 後 分 毅 液 を siphon に て 探 集 , 2u 以上 の 沈 濃 物 は 再び 分 散 懸 濁す せしめ 
て 同じ 操作 を 数 回 反復 し , <2u の 分 散 液 を 集め , 更に 此 の 分 散 液 は 遠心 
分 離 疾 を 用 いて その 時 間 と 回 転 数 より <0.2g, 0.2.0.5, 0.5~1.0 & 
1.0~2.04 の 各 fraction に 分 けた 。 紫 の 操作 は その 上 溢 液 が 透明 に な り 
夫々 各 fraction が 純粋 に な る 迄 行 つ た 。 更に >2u の fraction ww 
て は 総 て 分 散 懸 濁し め 沈 降 法 に より 2-54, 5~20g 及 20~ 200u の 各 
fraction 124 Re Cee Alon TRI Pee ee 
繰返し 同じ 操作 を 行 つ た も の で あぁ る 。 

各 fraction に 分 離し た 試料 は , EER, 水 酸 化 禁 キ ゲル , Wea BEL 
に 結合 せる 酸化 鉄 を 合 む も の で あり , ZERC KD Truog リ の 方 法 を 用 
いた 。 Drosdoff® 0 HS の 方 法 の 方 が 粘土 鉱物 の 破壊 が 少く , 酸化 鉄 
の 除去 に 適する が ふ , 著者 の 用 いた 試料 で は 充分 な 除去 が 不可 能 で あり 操 
作 後に 於 て る 明瞭 に 黄 礼 色 が 残存 する の で , Truog の 硫化 ソー ダ , TEHBYE 
を 用 いた 。 

酸化 鉄 を 除去 し た 試料 は 基 の 除去 の 操作 中 に 生じ た 硫黄 を 含む の で ,. Z 
を 除く た め C,H;OHE で 脱水 後 , 2C,H;,0H+CS, OYA CHER CS, 
を 除く た め CoH,OH で 数 回 遠心 分 離 器 を 用 いて 洗 浴 後 , 2%NaCO, 溶液 
oats TIAL, Be arBERC kD ER ERs, N/20 の 稀 塩 酸 に 

k DBD Na escaic 日 に 置換 せしめ た 後 ) C.H;0H を 以 っ て CY 
ORIGM 2 < 2AE CUE, Fic C.H,0H & CoH, CHEV, MEL TA 
実験 に 供 じ た 。 


5 Sand の 鍼 物 組 成 
土 層 断 面 の 生成 過程 , 母 材 の 種類 並び に 風 / ヒ の 状態 を 知る 目的 で >204 
Mit) DBE KE BOI UV EO SCAU © ABE PICS CERIN HS Reo WIE 
PB LENZ >200 の fraction 2, 200~20u の 細 砂 と に 分 け , 


1) Truog,E., Taylor, J.R., Pearson, R.W., Weeks, M.E. and Simonson, R. 
WV. : Soil Sci. Moc. Amer. Proc., 1, 10T, 1936 

2) Drosdoff,M. : Soil Sci. Soc. Amer. Proc., 6, 131, 1941 

3) AUER, BR B: HALRB, 24, 271~276, 1954 
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第 ユ 表 Mineral composition of sand (>204) 
No.11 No.12 | No.13 | No. 14 | No.15 No.16 
* 14.6 9.8 50.3 42.8 36.1 50:4] C 
Quartz 15.2} “96 9.8 o>t-l 0343-3 0 538-4 0.320.8| 04 EF 
2.8 13 eS 1.0 1.6 S25 eC 
Oligoclase 13.7; 199 ZA ge qt 84 a 4 6.3) 53) 7.5 5.9 78) 43 F 
pee 0.1 0.1 1.6 4.2 26.0 14.14 
Biotite 19.3 19.2 on 3 627.0 95 440-336 751.355 393.719 6 F 
: 83 3.2 0.3} 0.5 0.8) eed) XE: 
Hornblende 9.4 6 1 M3 41 5.8 5 5| 6.2 57 47 39 7.6 6 4| -F- 
Pumice (2p eT ON 0 
Volcanic ‘a 0 0 0 been) C 
glass Le Te Le jlo’ 1 a 2.0 EF 
| 
Andesine SC to 272) na on tee es 
Hypersthene 2.8 ie 3.6 Ls 0.7 ue 0.7 be . 
bs 0 0 0 0 @ 
Augite 03 03 0.3 03 0.2 0.2) 0.2 69 PF 
: . 0 0 0; 0 0 OMG 
Titanite tr ‘ 0.1 01 tr ~~ 0.1 01 tr ee tr Fowl ea 
Black opaque 0 0 0 0 0 0) C 
minerals Be gal tte fg gh 9:89 9) 99) EOS ae ON ote 
Fe-concretion 0.7 va 
| 


*wt%. C:coarse sand (>200k), F:fine sand (20~200p) 


FIM E SAY & RSE PICA COREL, MARISA IC k Y 200~ 
100u 及 100~20g と し 夫々 に 就き 測定 の 便宜 上 bromoholm (比重 2.9) 
を 用 いて 重 鉱物 と 軽 鉄 物 と に 分 け 忠 微 鏡 下 に 於 ける 頻度 と 基 の 実測 せる 比 . 
NA で のぶ 
第 1 表 及 第 1 図 に 示す 通り で ある 。 


本 圭 層 断面 中 に 含ま れる 鉱物 は 石英 , IER, BEE, PASSA, 
ti, a, 火山 形 璃 , 中 性 長石 sae, THER UE eR REAR ER 


INC & Bo 

a) 石英 : fhIBOR MA UBAARS Oa, No. 16~13 で は 約 509% を 
占め あて 基 の 主 成分 を な し , 寧ろ 上 層 に 向 つ て 増加 の 傾向 に ある が , No. 12 及 11 で 
は 急激 に 減少 し て いる 。 ZI CHL (MAS BREED ARO ANDY, 火山 性 
物質 の 多量 に 加わ つた 為 め 相対 的 に : 花 賠 関 緑 岩 源 ORMIWL LELOTCHS BM 
図 で 明か ら な 様 に 石英 は 200~200 の 細 砂 中 に は 殆 ん ど な く >200g OK MOAB 
KAD, 細 砂 に 於 て も 著しい 相違 は 認め られ な い s。 

b) 灰 草 長石 : BOA FACOG, sand fraction 中 に 認め られ る も の は 
HEL CBRE TS & S28, 双 上 唱 面 環 は 敵 開 面 に 治 い 機械 的 な 破壊 を 受け 或 は 時 に 里 灰 色 に 
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第 1 図 Mineral composition of sand (>20k) 
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=e-.Concretion 
N-? 12 13 14 15 16 
JAN COSBMSS 屈折 率 は 母 岩 中 の 新鮮 な 結晶 で は @=1.541, y=1.550 
で ある が , 土壌 中 の それ は ©=1.54001.535, y=1.547~1.543 で 下層 より 上 層 に 
な る に 従い 多少 減少 の 全 向 に ある 。 

本 鉄 物 は 下層 より 上 層 迄 7~8% で 著しい 量 的 変化 は な い が , No.11 OZ Tt 
13.79%% で 多少 増加 し , DED LMDOBIRE DSc, No, 16~13 WIL, AE. 
PeMoOGAeR CoS. HULLS の 含有 量 は 母 岩 中 の 石英 と の 相対 的 関係 か 
ら み れ ぼ 極め て 微量 で あり , 若 し 右 英 と 同様 風化 作 弄 が 殆 ん ど 行 われ な いも の と 仮定 
すれ ば 30% 前 後 は 含ま れる 可 き で , 本 鉱物 の 大 部 分 は 風化 され て silt 或 は clay の 生 
成 に 関与 せる も の と 考え な けれ ば ぼ ば ならない o 

c) ERB: AGNI HICH 10% 含 まれ る が , 土壌 中 に は 屈折 率 @=1.518, 
y=1.523 MBC, 基 の 光学 性 か ら 正 長石 と 考え られ る 小片 が 極め て 稀 に 認め られ る 
に 過ぎ ず , 大 部 分 は 風化 作用 を 受け て し まつ た も の で あぁ ろう 。 之 は 土 壊 中 の 粘土 分 を 
考察 する の に 注意 し な けれ ば ぱ ば ならない 事実 で ある 。o 

d) BES: AMWEREATSOROMMMAKREECAO TS. BBE ET 
REMAN. 多少 角 ば つた 板 状 不定 形 で . HECEL, SER 
な い 。 中 に は 殆 ん ど 消 光 を 示さ な いも の が ある が , 一 般 に は 僅か に 波動 韻 光 を 示す も 
の が 多く 或 る も る の は 微細 な 或 は 繊維 状 の 結 品 が 明暗 で , 特に 周囲 に 認め られ る 事 が 多 
Vo EPRI HOM AHEM 〆=1.618, y=1.630 で ある に 反し , n=1.598~ 


1.594 の 間 に あ る 。 表面 が 縮 細 肌 の も の 程 再 結 晶 が 明瞭 で , 屈折 率 も 低く kaolinite 
の それ に 近似 す Bo " ae Sa 
最 下 層 No.16 hs VABMOAEBD, 水 酸 化 鉄 を 除い た 試料 に 就 い て 化学 分 析 , 
文 線 粉末 写真 及 示 差 熱 分 析 を 行 つ た 。 基 の 結果 は 第 2, 3 表 及 第 2 図 に 示す 通り で あ 
る 。 aie : 
RAM CIs 115°C に 小さ な endothermic peak が あり , 920°C の exothermic 
peak は 鉄 の 含量 の 高い 為 め kaolinite 等 の それ に 比 し 可 成 り 低い が , 575°C の 


endothermic peak は 略 左右 対称 で kaolinite に 類似 する 。 
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2B 第 3 図 
Chemical composition of hydro- X-ray powder pattern of hydro- 
biotite from sub-soil biotrte from sub-soil 

SiO, | 42.05wt% I d 
Al,O 25.98 
F a 8 fs ; 
oe 1.46 : pas 
z 10 3.94 
MnO tr ao 
of 3.55 
CaO tr A 
MgO 3.38 é a 
ae a | 1 2.89 
Na, : 
oy a の Gi 
K,O 5.34 | 2 
oes 3 | 2.36 
ae 3.39 petal tad 
ae eta 402 ty 2.60 
Total SOEs 1 1.82 
| 8 led 
SIOMRIOR 2.23 \ 1.65 
| 5 | 1.54 
Cation ex. 5 
cap. 31.8 2 | 1.50 
(m.e. /100gr) 


第 2 図 Differential thermal curves of hydro- biotite 
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X 線 粉末 写真 の 結果 は 001 の 7.11 線 が 強く , HORRY kaolinite の 存在 を 示し 
て いる 。 化学 分 析 の 結果 で は kaolinite に 比較 し て Fe。20。, MgO 及 K,O 何れ る も 
可 成 り 多 量 で ある 。 試料 それ 自体 風化 の 種々 の 段階 の も の が 温 つ て いる AM HE 
果 を 生じ た も の で あろ う 。 併 し 何れ に し て も 芝 等 実験 の 結果 で は BERD 風化 作用 
に より illite, kaolinite へ と 移行 し て いる も の と 考え られ , Walker) の 黒雲 母 の 
風化 の 研究 で は 中 間 眉 噂 の み で kaolinite 半 の 生成 過程 千明 か で は な い が , HO 
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論 で ある 自然 条件 下 で 地下 水面 上 の 排水 の 良好 な と ころ で は kaolinite BETS 
tAIBAL—-RL, MB Jeffries 等 り は , 圭 母 の 風化 過程 の 結論 と し て , micas 
mica intermediate>chlorite intermediate っ chlorite っ kaolinite の 一 系 列 を 発 
LCS 本 断面 で は chlorite の 存在 は 認め られ ず , 必ず し る も 箇 様 な 過程 を 経過 
する か 但 か は 不明 で ある が , 少く と も 黒雲 母 の 風化 の end-product D—- Dt L CH 
: 様 な 環境 で kaolinite の 生成 を 考え る 可 き で あろ 3 う 。 

AX SANS Get FEIT AED sand fraction の 主 成分 で 30~50% に 及 ん で いる 。 
TED No.16 で 38379。 で あぁ ある が No15「 で は 51.39 に 増加 SZnk ob EB 
向 つ て 減少 を 示し , No.12 で は 火山 源 の 浮 石 , 中 性 長石 等 の 混入 の た め 3.7% com 
S&F 42, No.11 ORSCHUHMT Zo 

e) PRAMS : 概して 新鮮 な 柱状 半 自 形 の 結晶 が 多く , 多 色 性 は X’ : RS 
宰 黄 色 , 2: RA DARA CBRL, 下層 の 結晶 程 緑 が 濃く 上 層 に な る に 従い 
多少 福 色 が 強く な る 。 No. 15, 14 及 13 Cid TESBAI IAW RIL CHG RaN, 叉 
! 時 に 結晶 の 周囲 が 僅か に 無色 に 変じ て いる も の が ある 。 MPR C=1.654~1.641, 
' ッ =1.676~1.661 の 問 に ある 。 全 層 を 通じ て 基 の 量 極め て 少く 3.5~8.79% で 上 層 程 
』 増 加 の 傾向 に ある 。 坪 岩 中 に は 約 25% 含 まれ る に 反し , sand fraction に 数 % し か '! 
存在 し な い の は , FO BUG OCLBALS t BRT 4OCREE CRORES 
し な けれ ば な ら な い 事 実 で あろ 3 う 。 

双 角 尊 石 の 風化 途上 に ある と 思わ れる 半 自 形 の 柱状 結晶 が 極め て 僅か に 認め られ 
Ao PIMOS SRALAL, 多少 黄色 を 呈 する が 殆 ん ど 無 色 に 近く , 散開 が 僅か に 残 
存 し , 屈折 率 は 1.554 内 外 で 未 風 化 の それ に 比較 し 極め て 低い 。 

f) SR: BRKRBELET SA, 表面 に 附 着 せる 水 酸 化 鉄 を 除去 すれ ば 淡 灰 百 
色 に 近く 多孔 質 で ある 。 BGP CSBRAO hina GEL, RICE RAR 
た 様 な 状態 で 附 着 す Zo WIR ACMI CO 無色 或 は 僅か に 福 黄 色 を 量 
し , 鱗片 状 結 唱 が 周囲 た 生じ て いる も の も ある が , 普通 非 品質 で , 1.513~1.519 OF 
折 率 を 示す も の で ある 。 No.13 より 僅か に 現われ , No.12 で は 36.7 6 に 達し , No. 
11 で 12% に 減少 する 。 下層 に は 認め ちら れ な い o 

g) Jk : AIO CHORE SL, 表面 は 平滑 乃至 縮 細 肌 で 概して 無 
色 透 明 で ある 。 非 品質 で 屈折 率 は 浮 石 より も 多少 低く 1.490~1.500 で 再 結晶 を 示 
する もの は 認め られ な い 。 No.14 より 現われ 表層 迄 存在 する が , HOM 2~1% で 
肖 石 に 比較 し 極め て 徴 量 で ある 。 

h) 中 性 長石 : 帯 灰色 の 極め て 新鮮 な 自 形 乃 至 半 自 形 の 柱状 結晶 で . Je ip a tk 

«=1.545. y=1.553, An359。 で ある 。 浮 石 と 同様 No.13 より 僅か に 現われ , No. 
NES 27. 2%, 23.60%6 となり sand fraction DERGEATICBOT 
いる 。 

i) SRR : 黒色 で 琉 玉 光 沢 を 有する 自 形 乃至 半 自 形 の 長 柱状 結 品 で , BB 
KF CULMBYRE EEL, 多 色 性 が 著しく , 極め て 新鮮 で 風化 は 全く 受け て いな い 。 
No. 14 より 表層 迄 極め て 僅か 年 ら 認 め ち られ る 。 


Vejiefinies, C2 Dy Kolfe, 2 N. and Kunze, G. W.: Mica weathering 
sequence in the Highfield and Chester soil profils. Soil Sci. Soc. Amer. 
Proc, 17. 337~339, 1953 
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j) MEG: 黒色 形 璃 光沢 を 有する 自 形 ~ 半 自 形 短 杜 状 結晶 で , BRAT CE 
VGH EELS EE hloo BREA LR No.14 より 表層 迄 存在 する が , HOR 
は 更に 少く 各層 何れ も 1% 以下 に 過ぎ な い o 

k) #G: 新鮮 な 自 形 結晶 と し て 下層 より 表層 迄 標 め て 僅か に 認め られ る 。 

1) 黒色 不透明 鉄 物 : 比 量 2.9 以上 の 黒色 不透明 の 磁 鉄 鉄 , チタ ン 鉄 讐 等 を 黒色 
不透明 鉱物 と し た 。 各層 中 に 極め て 僅か 征 ら 存在 し , No. 12, 11 で 多少 増加 の 傾向 
を 示し て いる 。 > 200k の 粗 砂 中 に は 存在 し な い 。 

DIESER & IE LAL OLKE BRT Sic, Rye kK LOB 
事実 は , GR, KRG, RES, ANG, 権 石 等 の 一 群 と , Sa, KW 
i, 中 性 長石 , RRB BRAO-HOFET SHC, 前 者 は 勿論 
角 困 石黒 雲母 花 答 財 緑 岩 の 風 化 に 由来 する も の で あり , RMR AY 
BO-RUWRICHATSZ4OCHS. ZEKMKKAOR MP BHA, SAR 
ERK LU RS OS Eb TD BRE HEE LCRA M1 MM No.14k V 
認め られ る が , 之 は 本 土 層 了 断面 の 形成 が 地形 的 に 上 方 より 多少 火山 性 物質 
を 交え 本 花 向 因縁 岩 の 風 化物 の 運ば れ て 重 つ て 生じ た 事 を 示し て いる 。 叉 
No.12 で 浮 石 , 中 性 長石 が 増加 , 火山 性 物質 に より 約 709% 右 め ら れる に 
至 つ て いる が , 表層 の No.11 で は 40 Yi UC SA /ES NRA WE 
が 多い 。 以上 の 事実 並び に 土 層 断面 の 性 状 或 は 形態 か ら 考 えて , No.15 ょ よ 
り No.12 に 至る 間 の 断面 形成 は 地形 的 に 上 方 より 運ば れ た 事 は 勿論 で あ 
る が , No.12 OnE O KL IKO RBS EO AS L VS CURA 
な く , THHIOAB M7 DNS LSB ICRA ?E No. 12 が 形成 せら れ 
基 後 雨水 の 侵 触 に より 上 方 か ら 運 ば れ な た 花 向 関 緑 岩 の 風 化物 並び に 火山 灰 
PBS WNL ORDNKLOLEBDNS. Hl > CHEOERDCHAM 
HAR a O-KIUIKCH SO, BA. ARRHCA SIS PHER Gin HK 
風 4 ヒ の 状態 に あり , SG, KUBIC LASHER AD EAT, 従っ て 
ARTS BU EME Oc EOE RSIS LOWS LIZ BAM, 

CRUE J OBA KO» & ARGU O MUCK APE RR Biz, 造 
FSG D BACVZ BEV. C Goldich » は その 難易 を 
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と し , olivine は 有色 鉄 物 中 最も 風化 が 早く , 次 で augite, hornblende: 
botite で あり, 又 無 色 鉱 物 で は calci-plagioclase PHY Re Na が 多く 
な る 竹 安 定 と な る 。 叉 K-feldspar は 更に 安定 で muscovite は quartz. 
以外 の 造 岩 鉱物 中 最も 安定 で ある と し , MCHA Mises YY. 
REE CHS CBRL TS. MRM McClelland” は 風 / ヒ の 系 列 を olivine 
>labradorite> muscovite > augite > hornblende > anorthoclase >- 
phologopite > microcline >albite = biotite と し , Marel® は basic 
volcanic glass>olivine>hypersthene > biotite >augite >amphibole> 
anorthite >epidote > bytownite >andesine > oligoclase > muscovite > 
garnet >orthoclase >microcline >albite >allanite >zircon > staurolite: 
>rutile>tourmaline>quartz と 結論 し て いる 。 更 に Graham ® は 風化 . 
の 難 多 を 四 段 階 に 区 別 し た 。 即 ち 最 も 不安 定 の も の より 挙げ れ ば 次 の 通り 
で ある 。 
I. Olivine, apatite, anorthite, bytownite 
II. Biotite, augite, hornblende, garnet, epidote, labradorite, andesine- 
I11.Staurolite, orthoclase, microcline, albite, oligoclase, 
IV. Quartz,muscovite, zircon, tourmaline, rutile, ilmenite, anatase, 
kyanite, titanite, magnetite 
本 土 層 断面 に 於 ける 各 人 造 岩 鉱物 の 風化 の 系 列 は hornblende >biotite> 
orthoclase>quartz で あり , Goldich, Marel 或 は Graham の 風化 系 列 . 
と 略 一 致す る る の で ある 。 即 本 地域 に 於 ける 花 局 医 緑 岩 の 風 化 作 用 が 危 困 
Biome), BBS, KER, 正 長石 へ と 続い た 事 は 明か で ある 。 
Ih 73 FERS @ fn StL BA RRMO BUCVER AMC DNSZLEB 
5 BEC, HHO HEALER MUL EFEIC, た と え 現 在 本 土壌 の pH が 5.8~ 
6.5 で あぁ る けれ どる も , 少く と る も 花 答 較 緑 岩 の 風 化 の 初期 に 於 て は 塩基 に 滞 
ん だ 環境 を 作り , 一 時 的 に は 塩 革 性 岩 の 風 化 に 近似 し た 状態 を 生じ た も の .: 
tBrbLNZS 
其 様 に 母 岩 の 風化 並び に 土壌 化 作 用 が 母 岩 の 性 質 , 鉱物 の 風化 に 対す る 
抵抗 性 , 気候 環境 特に 降水 量 , 地形 等 に よっ つ て 其 の 経過 並び に 性 質 の 規定 
され る 事 は 明か で あろ う 。 (ERAN? BI LREORHANAO ms GE 
CN EO 
似 し た 塩基 に 富ん だ 状態 に 置か れる も の で ある 。 併 し 勿論 か ゝ る 状態 は 花 . 


1) McCleiland, J. E. : The effect of time, temperature and particle size on 
the release of bases from some common soil forming minerals of different 
crvstal structure. Soil Sci. Soc. Amer. Proc., 15, 301~307, 1950 

2) Marel, H. W, : J. Sediment. Petrol., 18, 24~29, 1948 

3) Graham, E. R. : Soil. Sci Soc. Amer. Proc., 14, 300~302, 1950 
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BAREORILMORBCHAADAEXOL USD, 塩基 の 落 腕 と 共 
: に 急 導 に 失わ れ むる ど 思 われ る 8 * 
千 sand fraction 中 に 多量 に 存在 し , Goldich 或 は McClelland に し 
て る も 抵抗 性 の 強い 鉱物 と し て いる 黒雲 母 の 風化 に 対す る 抵抗 性 に 式 い て 一 
言 す れ ば , 単に sand fraction 中 の 量 的 関係 か ら み れ ば 母 岩 の そ れ と は 逆 
に 基 の 量 極 め て 多く , 機械 的 風化 は 著しく な い 。 併 し 既に 述べ た 様 に , 本 
鉱物 は 加水 黒雲 母 と 称す 可 き で , RAST, X 線 粉 末 写 真 或 は 化学 分 析 
の 結果 で は 既に illite, kaolinite に 近い 性 質 を 示し て お り , M sand 
fraction 中 に 角 関 石 が 僅か 笠 ら 新鮮 な 結 品 を 残す に 反し , rae OR 
雲母 と 称す 可 き も の は 認め られ な い 。 勿論 本 銚 物 は 風化 の 初期 に 於 て 圭 協 
OFEAGNIEB な 役割 を 演ずる と は 思わ ち れ な い が , 風化 に 対す る 抵抗 性 と 
25 Apt Ani McClelland ome Bh REAR と する の は 疑問 で あ 
5, Grahain 或 は Marel 等 の 述べ て いる 様 に 角 関 石 等 と 同列 に 入れ る 可 
2 >DLBA DN Soe CRE) 
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‘On the chromite from the Hiroosa mine, Shizuoka Prefectore, 


dt- ER |B — (Jun-ichi Kitahara)* 


Abstract; The chromite bodies at the Hiroosa mine consist of massive 
~chromite, of grains disseminated in serpentinite. 

In thin section the dusty magnetite and yellowish brown chlorite 
are abundant in darker variety of serpentinite, but in greenish serpentinite 
those are scarcity. 

Chromite in serpentinite rarely has black margins and is crossed by 
black opaque material, presumably ferrian chromite or chromian magnetite. 

Chromite samples analyzed by the present writer gave a content 
of Cr,O, ranging from 47 to 52%and Cr/Fe ratio of 1.7 to 2.1. It appears 
likely that there may be systematic variation from spinel molecule to 
magnetite molecule in composition of the chromite. It seems that He,Os 


is concentrated in the residual solutions. 


* 島根 大 学 理学 部 地学 教室 
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広 長 鉄山 は 静岡 県 志太 郡 大 長 村 相 賀 に あり , 島田 市 の 西北 方 約 6 FC AL. 
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する 。 KN GMO REE BIEL TS 5 


地 質 RS re 

RRSKIUMS EVs N1O°E WeaicHeE S BAL 4H, 東西 約 15 HONE 
絞 岩 地帯 で ある 。 蛇 絞 岩 帯 の 北 は 関 緑 岩 , 西部 は 市 之 瀬 層 , 東部 は 滝沢 層 
VEN ENE COSY, 市 之 瀬 層 及 び 滝 沢 層 は 瀬戸 川 統 に 属す る 。 模 山 
次 郎 は 瀬戸 川 統 を 瀬戸 川 昧 層 群 と 改 称し た 。 AC ORME EMER 
相当 する も の と し て いる 。 市 野瀬 層 は 滝沢 層 よ り 下 部 で あつ て , Me, B 
BRUBE £0 KO, 走向 は N30-50°ECH 4A, 滝沢 層 は 遍 岩 , チャ ヤー}, 
Bikes Gs, Bek om, = 走向 N20-cO°E, fas} 50-80° W CH. 
Bo MEBUGISIKKBERREALROOLR SNS. tea t hme to. 
直接 の 関係 は 見 られ ぬ 。 CHEMEFACESOORUBMICE SUOR 
RE た eo) 
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ite AL a 


Pepys で 一 部 線 色 う 顕微 鏡 下 に 検 す る に , MRAM AD 
られ る が , 大 部 分 の も の は 忠 蔽 石化 作用 を 蒙っ つて , 磁 鉄 銃 を 線 状 , 点 状 , 
塵 状 に 遊 苑 し て いる 。 姜 苦 圭 鉄 が 蛇 紋 石 よ り 二 次 的 に 生じ て いる の も ある 。. 
蛇 紋 石 は 網目 組織 を 示し , 無色 で 千 渉 色 は 低い , 蛇 紋 石 乃至 緑 泥 石 に 黄 福 
色 を 示す る の も ある が が , 此 の も の は bowlingite 或 は xylotilite 種 の 緑 
JER CHAI. HHABOMIMRMBAW COS. 方 解 石 は 一 軸 性 で , SFRAFRRR 
で ある 。 約 0:05-0.1 HAD 7 a —-LRBRLY BY 5N So 

270 —L48 No.1 OBB AlkAVichERCAO—MILIB A & HD SX 
b MHS. RHI. ARE CRORE. BPICMSK, BE 
FUSRERCEIEL, AURORE EERE LL REAM AT 5. UK att 
無色 直 消 光 を 示す 。 


te AO ft S th K 


SERRe os HRGKMA ToT CERL, 第 1 表 に 示す 様 に 
。 そ の 結果 を Barth? に よる 計算 方 法 に 位 つ て , 化学 組成 式 を 算出 し て み - 


iOS 


1) #4620: 7 万 5 千 分 の 1 地質 図 , 静岡 説明 書 
2) 机 山 次 郎 : 地球 , 9, 昭和 3 

同上 : 日 本 地方 地質 誌 , 中 部 地方 , 昭和 25 
3) W. Barth: Jour. Geol., 56, 1948 
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第 1 表 
Wt% Mols Atomic ratios mee ee 

SiO, 36.60 610 Si 610 31.2 
Al,O, 0.58 6 Al 12 0.6 
ESO; 7.31 46 Fettt 92 4.7 
Cr,03 0.67 4 Cr 8 0.4 
FeO 4.39 61 eas 61 3.1 
MgO 33.82 846 Mg 846 43.3 
CaO 0.08 1 Ca 1 0.1 
MnO 0.21 3 Mn 3 0.2 
Alk. n.d. 
(CO,) + H,0,14.83 824 ish. 1648 84.4 
H,O_- ee 67 Ee (134) 9.3 

99.70 © 3123 160.0 


AL SARA EIS Sigy-. Alp-g Fett*s.7 Cho-g Fet+s:, Maas-3 Cag-. Mnno-2 Oreo 
Esa ek Bo 

クロ ー ム 鐵 鐘 No.t の 母 岩 の 化 皇 組 成 * クロ ー ム 鉄鉱 No.1 & Miley 
る 蛇 紋 岩 の 化学 分 析 値 及び Barth の 算式 に よる 値 は 第 2 表 に 示す 通り で 


あぁ る 。 
第 2 表 
Mols Atomic ratios Oh 

SiO, 38.08 635 Si 635 33.2 
Al,O3 1.02 10 Al 20 1.0 
Beso; Toll 44 Fet++ 88 4.6 
CWO 0.44 3 Gig 6 0.3 
FeO 5.07 70 Fett 70 Sey 
MgO 33.50 838 Mg 838 43.8 
CaO 1.07 19 Ca 19 | 1.0 
MnO 0.02 3. Mn 0.3 0.02 
Alk. n.d. 
(CO,) + H,0412.46 693 ry 1386 72.4 
HEO= 1.05, 58 Valse (LAG 7.8 

99.82 O 3061.3 | 160.0 


MCRARE RIE Sigs. Alig Fet+*y.4 Cro-3 Fet+s.. MGa5-g Caro Moon Oreo 
Hira. CH So 

ERR EOILSAK MACRTRERAO(LSSARU Barth fa 
VL 3 RICA TECH So 


化学 組成 式 は Siss.s Alo. g OO Re Mgaa-s Gans Mn,» 0 


Hicea ¢ So 
前 に 述べ た 様 に , FR EINECS © SEP UC BLAIS, 蛇 紋 岩 化 作用 の 時 遊離 し た 鹿 状 の 磁 
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Wt% | Mols | Atomic ratios O=160 
SiO, 39.04 _ 650 Si 650 33.8 
Al,O, 0.59 6 Al 12 0.6 
Fe,0, 6.59 41 Beta 82 4.3 
CO 0.50 3 Cr 6 0.3 
FeO 4.01 56 | Fett 56 2.9 
MgO 34.43 861 Mg 861 44.8 
CaO 1.02 oi < 18 Ca 18 0.9 
MnO 0.23 mae Mn 3 0.2 
Alk. n.d. 
(CO,)+H,0,12.38 688-1 He 1276 66.4 
EO = 1202 56. [ie ile (112) 7.5 
99.81 O 3076 160.0 


FREBBW HEB BRIEA HBA ERTL OD HS の は 鉄 の 含量 の 多い の 
を 示す も の で ある える 。 BEHMAERURARAE OLE RERAL TASK, BAO 
る の は FeO 4.39%, Fe,0,7.31% で , 緑 色 の も の は FeO 4.01%, Fe,0,6.59%, 
で あぁ る 。 鉄 の 人 各 量 は 景 色 の も の に 多い の が 判る 。 Barth に 位 つ て 蛇 紋 岩 の 化学 組成 式 
ERD, その 化学 式 を 比較 し て みて る も る, 黒色 の も の に 量 が 多い 。 Fe。0。 AN 7 % 乃 
% FeO} Fe,0,=11% を 境 に し て 岩石 の 色 が 変る 様 で ある 。 色 の 変化 は 蛇 絞 岩 化 作 
用 の 程度 に よる 遊 部 磁 鉄 鉄 の 量 に る 勿論 よる る の で ある 。 

(PPD BRICAT RIC, 当地 産 の 蛇 統 岩 は 比較 的 多量 の FeO+Fe。0。 を 含む 。 岩 
右 中 に 用 胎 す る 鉱物 の 化学 成分 の 硬 は 母 岩 の 化学 組成 と 相関 々 優 の ある も の で ある 。 
後に 述べ る 様 に , 当地 産 の クロ ー ム 鉄鉱 の MgO/FeO+Fe。O。 が 比較 的 小さ く , HR 
の 含量 の 多い の は 母 岩 の 化 学 成分 量 が 反映 し た も の と 見 る こと が 出来 る 。 クロ ー ム 鉄 
鉄 の 酸化 物 の 含量 と 球 酸 塩 岩 の 成分 量 と は 分 化 の 過程 に お vO CECT SZ も の で 
ある 。 


人 


RA Ris Seema C, ZAR Fd3m, 単位 胞 に (Mg, Fe), 


ン は 4 個 の 〇 OMMEBL, B イオ ン は 6 [iM O 
1915 年 に 西川 及び Bragg に より 各々 独立 に 明か に され た 。 こ ゝ に A は Mg, 
Fe*+, Mn?+, Alkali 0 B tx Al, Fe*+, Cr, Mn*+, ViTi- GHB. 


格子 の 長 さ は 三 価 の イオ ン で は Mg, Fe, Mn O) 
ay Cis Al, Cr, Fe OJBFIzHT. CNC 
= DHOTHO 4 FY 4ABtx Goldschmidt yekniz Mg*+ 


fECH So 


Pec HSL, 


Cr,,03. Str, RHO BM Mix ABO, Alben CHAN, A イオ 


の 配 位 を 有する の を 


三 価 の イ 
ォ ン 半径 の 大 さ の 順 


(0.78A), Fe?+(0.83A), Al3+(0.57A), Cr3+(0.64A), Fe*+(0.67A) で A13+ は 
Si(0.39A) と Cr3+ と の 中 間 の 大 さ で ある 。 
RELA (Mg,Fe,Zn,Mn) (Al,Cr)。0』 で あらわ され る 。 Al は 任意 の 割 
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合 に Cr に より 置換 され る 。 MgAl,O, (spinel proper) t 9 FeAl,O, 
(hercynite) 迄 , MgAi,O, ょ り MgCr,O, (picrochromite) ¥%, MgAl.O, 
より FeCr,0,(chromite) 迄 は それ ぞ れ 連 統 系 列 を な し て , 完全 固 深 体 を , 
な す 。 磁 鉄 鍼 は (Fe,Mg,Mn,Zn,Ni) Fe.0, で あら は され , 限ら れ た 量 の 
Fe 4 Al RU Cr CHMANnS, 

Rie, 磁 鉄 鉄 が 余分 の 三 価 の 塩基 を 固溶体 と し て 含む こと の 出来 る の 
は 三 価 の 原子 で 占め られ る と きろ が ぶ が 空 で で いる た めで ある 5 


ク ロー A 鐵 FB 


クロ ー ム 人 鐵 護 No.1 蛇 彼 者 中 に 夷 状 的 に 存する も の で , 大き 0.2-0.4 BRET 
ある 。 溢 福 宅 の も の と 黒色 を 示す も の と が ある 。 RM aIC MOAR AMRROURAMO 
発達 し た と ころ が ある が , 此 等 の 細 駅 中 に 条 に クロ ー ム 鉄鉱 粒 が 脈 の 方 向 に 伸び て 配 
FIL TA, KERR RICH LEVON, 基 等 の 脈 が 生成 する 際 , その 中 に と りこ きま 
れ た る の と 見 られ る 。 

USAGES ART RLD ) O % PASE PICEA T All, BAP COMMA EARTA, BACH. 
る 部 分 も 多少 ある 。 LOURMED 7 U-LRMIL MgO 分 子 多 く , Cr.03 分 子 の 少 い 
る の と 堆 定 され る 。 方 解 石 脈 中 に 存する も の を 鏡 下 に 観 て も , その 脈 の 影響 を 蒙 つ て 
RS 

淡 福 色 ク ロー ム 鉄 鉱 粒 を 蛇 叙 岩 よ り 分 離し て , 化学 分 析 に 供し た 。 そ の 結果 は 後記 
第 4 表 に 示す 和 様 に , 作品 石 成分 の 多い に も の で ある 。 

Ja- LB No.2 肉眼 的 に 黒褐色 で ある 。 WMS PICMS IC, 塊状 鉄 に 近い - 
PERRCHS. 赤褐色 で ある か ら , Cr。O。 分 子 の 多い も の で ある こと が 判る 。 赤 礼 
色 ク ロー ム 鉄 鉱 に 稀 に 黒色 線 状 の 部 分 と 周縁 が 黒色 の も の と が あぁ ある 。 黒 名 の 部 分 は 
後述 する 様 に , 磁 鉄 鉱 成分 の 多い と ころ で ある の は 明か で ある 。 均質 の 色 を 示さ ず 多 
少 黒 色 の 部 分 を 有する か ら , 化学 分 析 結 果 は 赤 福 色 の 部 分 の 化学 成分 を 代 事 する の で 
な く , それ に 近い 成分 を 示す る の で ある 。 BHO DRT SB, BAVA ARICAS 
CEDAR, 黒色 の 鉄 の 多い 部 分 が 不 座 分 離し た も る の と 見 られ る 。 クロ ー ム 鉄 鈴 間 
OFM KERMA RUGRECHS0 方 解 石 で ある の は 一 軸 性 , 負 性 で ある こと よ 
り 判 る 。 

9 n— diss No.3 鏡 下 に 観る に , 塊状 鉄 に 近い 斑 状 鉄 で ある 。 主 に 赤 福 色 を 
示す が , 時 に 黒色 線 状 の 部 分 が ある 。 小粒 の る も の に 黒色 な も る も の が あり , KHOAOO 
周 緑 が 黒色 で ある の も HS0 7 1 — LROKOMPRE HED SB OUMERCAS, HERCEIE 
BAN CHZEABLNSo RMALHA CHASM, 部 分 的 に 緑青 色 を 示す と ころ が あ 
Bo 第 4 表 に 示す 様 に , ク ロー ム 鉄 鉄 No.3 は 前 記 ク ロー ム 鉄 伏 No.2 LAMM: 
化学 組成 を 示す も の で ある 。 

クロ ー ム 位 No.4 肉眼 的 に 鉄 黒色 で 金属 光沢 が ある 。 部 分 的 に 褐色 の と ころ 
が ある 。 鏡 下 で 観る と , 更 状 的 の 部 分 る も ある が , 全体 と し て 塊状 鉄 で ある 。 BRET 
ある が , 黒色 の 部 分 る 僅 に 認め られ る 。 ク ロー ム 鉄 鉱 は 蛇 紋 石 及び 方 解 右 に より 問 を 
充 た され て いる 。 化学 的 組成 は 前 記 No.2, No.3 の も の と 似 て いる 。 近似 し た 化学 - 
組成 を 示す 此 等 三 者 は 当 鉱山 産 ク ロー ム 鉄 鉄 の 代表 的 MARAT OL AF rh 
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が 出来 る 。 佑 化学 組成 が 近似 し て いて も, 肉眼 的 に 補色 , 黒色 の も の の ある の は 炒 子 
・ の 大 さき の 相 異 に よる も の と 考え られ る 。 | 
FR LB No.5 BSN, MRK CHS, 斑 状 的 の 部 分 も ある 。 RE 
で ある が , 赤色 の 小 部 分 が 稀 に ある 。 第 4 表 の 化学 分 析 事 に 示す 様 に , Fe,0, OF 
量 が 多く , BRERDOSCOXD CHS. BBEIP CREAT ET AZ OUERARDO - 
含量 の 多い も の で ある か ら で あ る 。 

クロ ー ム 鐵 科 No.6 頭 徴 鏡 下 に , HRN CRE CHS. FAROE OTR 
に 後記 第 7 表 , 第 8 表 に 示す 様 に , 磁 鉄 鉄 成分 の 多い も の で ある 。Fe20。 は 固 深 体 と 
し て クロ ー ム 鉄 鉄 に 余分 に 存する も の と 見 られ る 。 巫 状 鉄 塊状 鉄 に は 成分 に 特徴 が 
ある わけ で な く , 両者 の 産 状 は 通常 洛 移 する も の で ある 。 クロ ー ム 鉄鉱 No.5 RU 
No.6 は 最も 後生 的 で ある 。 : 
以上 記述 し た クロ ー ム 鉄鉱 の 上 品 出 順序 に よる 化学 組成 の 変化 を 検討 し て 
BBW, 作品 石 成分 の 多い も の が 最初 に 品 出 し , 次 が クロ ー ム 鉄 鉄 成分 の 
も の で あり , 磁 鉄 鉄 成 分 の 多い も の は 後生 的 で ある 。 イ オン 半径 の 大 さき が 
卓 出 する 順序 に 影響 する 様 で ある 。 


クロ ー ム 鐵 鐘 の 化学 組成 

細 料 の ク グロー ム 鉄 鉄 を 双 眼 顕 微 鏡 下 に 観 て , hence, Aiea ORME 
で いる も の を 取 了 除き 出来 る だ びり 良い で も の を 選 を で 化学 分 価 試 料 に 供 じ 
feo 第 4 表 に 示す 様 に ; 分 析 結 果 に SIO, OD Z OME OR DH 
鉄 物 が が 純 質 の も の と 見 られ た クロ ー ム 鉄 鉄 に 倫 階 任 し て いた > めで ある 。 
蛇 紋 石 の 化学 式 を 3MgO-2Si0,-2H,.0 と し て , 分 析 結 果 の SIO, の 割合 
EU C MgO F25l(S, GFRERAE ConE OMirlicSsensaR 
子 数 を 求め た 。 当 鉄山 産 玉 種 の クロ ー ム 鉄鉱 の 分 析 結 果 は 第 4 RICA T RR 
で ある 3 


ss tr 


No.1 No.2 No.3 No.4 | No.o | No.6 


Wt % Mols Wt % Mols Wt %: Mols Wt % Mols Wt % Mols\Wt%Mols 


FeO | 14.72 204)-16.94 235) 16.09- 222) 16.50 229) 15.07 20915.16 211 
MgO™|'13:03: 326) 10.77 269) 11.98 300) 11.27. 282) 12.01 -30014.08-. 277 
MnO 0.17 GAN SO 3} 0732 4 0:29 4! 0.19 3) 0.12 1 
Cr,O,| 47.19 310) 51.15 337) 51.54 339) 52.05 342! 46.56 30651.35 338 
Al,O,] 19:33 189) 14.14 138} 13.67 134] 12.63 124 15.94 15610.59 104 
Fe,O,| 5.36 34/ 5.49 . 34) 6.01. .38), 5.91 37; 8.80 5510.92 68 
SiO, «|. 0.42 Z\~ 086°" 14) 0736 6| ~0.91 - 15 0.83 14 OMS geen, 
CaO tr pet uate 0.18 meray OO 
100.22° 99.56 Soon 99.74 99.81 99.45 
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計算 の 例 と し て クロ ー ム 鉄鉱 No.1 OVOP CHISZL, PHS RCA 
す 通 り で ある 。 こ ・ ゝ に 伯 唱 石 族 は 単位 胞 中 に 8 個 の 分 子 を 含む か ら , HE 
上 MnO の 値 を FeO に 加算 し て , 各々 の 分 子 比 より 単位 胞 中 の 原子 数 を 
求め る こと が 出来 る 。 他 の も の > 計算 は 表記 する の を 略し た 。 


(ee page 
| Wt% Mol ratios | Atoms/unit cell 
FeO 14.72 204 Fe 3.2 
MgO 13.03 326 —11*=315 Mg 4.8 
MnO 0.17 poe 8.0 
532 —11*=521 
CR ON 47.19 310 Cr 9.3 
Al,O; 19.33 189 | Al 5.7 
Fe,0; 5.36 ‘34 Fe _1.0 
533 16.0 
SiO, 0.42 7-7*=0 | 
CaO ing 
100.22 
* ANDO REBCE & 225 | < 
BirhaPORFR 。 単位 胞 中 の 原子 数 を 前 述 ク ロー ム 鉄 鉄 No.1 Opi 


VO CHHL TAS L, 第 6 表 に 示す 様 で あぁ る 。 


第 6 表 
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 
Fe 3.9 3.5 3.8 3.5 3.5 
Mg 4.8 4d 4.5 F742 _4.5 4.5 
8.0 8.0 8.0 8. 8.0 8.0 
Cr 9.3 10.6 10.6 10.8 9.5 10.7 
Al SW) 4.3 4.2 4.0 4.8 3.3 
Fe 1.0 vic the 1.2 1.7 2.0 
16.0 6.0 16.0 16.0 16.0 16.0 


クロ ー ム 鐵 鐘 の 端 成分 の 百分比 。 ク ローム 鉄 鉄 の 単位 胞 中 の 原子 数 か 


& Spinel : at Magnesiochromite : Mg- Ferrochromite : i 
—Mg, Magnetite : Fert+ Mg TA ie sees id な る 式 を 用 いて , HH 


成分 の 百分比 を 算出 し て みる と , 第 7 表 に 示す 通り CHS, 
1) R. E, Stevens : Am. Min., 29, 1944, 
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第 De ae 
I nnvemm 
Endmembers SON ch No.2 No.3 | No.4 | No.5 | No.6 
Spinel MgO. Al,O, 35.6 | 269 | 26.3 | 25.0 | 30.0 | 206 


Magnesiochromite MgO.Cr,O,| 24.4 24.4 30.0 27.5 26.3 | 35.6 
Ferrochromite FeO. Cr,O, 33.8 41.8 36.2 40.0 33.1. | 31.3 


Magnetite FeO. Fe,O, 6.2 6.9 7.5 7.9 OUS a | Sl2No 


クロ ー ム 鐵 鑑 の ノル ム 成 分 %a-LERO) VARA SHR 
す 様 で あぁ る 。 


Norms No.1 No.2 No.3 No.4 | No.5 | No.6 


Chromite (Mg,Fe) Cr,O, 58.2 | 66.2 | 66.2 | 67.5 | 59.4 | 66.9 


Spinel (Mg,Fe) Al,O, 35.6 26.9 26.3 | §25.0 30.0 20.6 
Magnetite FeFe,O, ; 6.2 Sie) hea Pasta) 7.5 10.6 12.5 
MgO/FeO 60/40 | 51/49 56/44 (53/47 |56/44 | 56/44 


BoSKicMT MgO/FeO は 二 価 の も の の 比率 で ある つて , Fe。O。 を 考慮 
に 人 れ て な い 。 FEO TH EK BUS Mg icons Fe の 比率 は クロ ー ム 鉄 
gm MgO/FeO と 関係 する の で な く , BA MgO/FeO-+ Fe,0,2 HEX 
係 が ある 。 ク ロー ム 鉄 鉄 の MeO/FeO の 値 は 最初 大 きく , 次 に 減じ る 傾 
向 が あり , 最後 に 再び 増し て いる が , MgO/FeO+Fe.0; の 値 は 大 な る る も 
の ょ り 小 な る る の に 順次 変る 傾向 が ある 。 ク ロー ム 鉄 鉄 の 化学 成分 の 変化 
より 推し て , 母 岩 の 化学 組成 は Mg の 多い も の より 後期 に は Fe の 多い 
る の に 変る 様 に 見 られ る 。 

ノル ム 成 分 を 三角 形 図 に あら は す と , 第 生 図 に 示す 様 で ある 。 BCS 
EY が 調べ た 各地 方 産 の も の も 併せ て 投影 し て みた 。 産 地 毎 に 或 程度 成分 
が 異 つ て いる の が 判る 。 

クロ -LABED MEO, Cr,0,+ Al,0,, Fe,0, の 分 子 比 率 MnO の 分 
FRE FeO の 分 子 数 に 加え る 。 FeO の 分 子 数 を Fe。O。 の それ に 換算 
L, Fe.03 ODPFRMICMZS. LORI UCTHSNKRDFRYS MgO, 
Cr,0;+Al,0;, Fe; の 分 子 百 分 率 を 算出 し て みる と , 第 9 表 に 示す 様 
で ある 。 

1) 北原 順一 : 地質 , 53, 昭和 22. 


同 : iA 3, 昭和 24. 
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oe Nec 
(179, Fe) Cz On 


Mg Als Os Fel e204 


RR 136) 7o—LARRAEHILICAA O i Ai 


| No.1 | No.2 | No.3 | No.4 No.5 | No.6 
MgO ue | yaa ape Se 36 Roper Lat 
+ Cr,O5-AL,05 53 |. 55 | +59 53 46 | 51 
Fe,0, [seme | 17 | 16 17 19 | 18 


第 2 表 よ り 各 々 の クロ ー ム 鉄鉱 の MsO, Cr,0,+Al.0;,Fe,.0, 百分比 率 
に は 大 き な 相 異 の な いこ と が 判る 。 中 等 の 関係 を 筆者 が 試み た 他 産 地 の る も 
の と 共に 三角 図 上 に 示し て みる と , 第 2 図 の 様 で ある 。 何 れ の も の も MgO 
(Cr,03;+ Al,O;) —FeO(Cr,0O,;+ Al,O3) 線上 の 近く に 投影 され る 。 

クロ ー ム 鐵 鐘 の 分 子 比率 クロ ー ム 鉄 鉄 に 附 随 する 医 酸 塩 鉱物 を 差引 
いた クロ ー ム 鉄鉱 の 化学 組成 より 分 子 数 を 求め その 分 子 数 の 二 価 の 酸化 
: 物 及 び 三 価 の 酸化 物 の 百分比 率 を それ ぞ れ 算出 する と , 第 10 表 に 示す 牟 り 
で ある 。 . 3 

第 10 表 で 判る 様 に , 初期 の も の に MgO RUAl,O;, 分 子 が 多く , Hx 
段階 で は MgO, Al,O, を 減じ る が FeO, Cr.O; は 多く な る 。 最後 の 期 で 
は FeO は 移 減 じ る が , Fe20。 は 多く な る 。 fH ALO; kMHOBOL 
り 後 期 の も の に 減じ て いる 。 こ ゝ に No.2, No.3, No. 委 の 試料 は 第 二 の 
段階 に 属す る も の で ある 。 前 に 述べ た 様 に これ ら 三 種 は 犬 凡 似 た 組成 を 有 


ri 


’ 
i 
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1190-Fe20, 


\ F60(G20:+Ah 03) 


f 
\ 
199 0 N90( G2 031 AL02) Cre Gs #20; 
AVR : SBE SKE Oo — 2.5K 
第 LOS ae 
| No.1 No.2 No.3 | Nod No.5 No.6 
| 
MgO 60.5 51.0 56.3. |= 52.7 56.9 56.4 
FeO 39.1 48.4 429 |. 46.5 42.5 | 43:4 
MnO 0.4 0.6 0.8 0.8 0.6 0.2 
100.0 
CR OS 58.2 66.2 66.4 67.6 59.2 66.8 
OE GUC ro aes ine 2 25.0 30:2 |". 20:6 
Fe,O, 6.4 6.7 7.4 7.4 OG 
100.0 | 


する も る ので, 当 鉄 山 産 の も の の 代表 的 成分 を 灰 す 。 

当 人 鉱山 産 の も の 並び に 筆者 が 化学 分 折 を 試み た 他 の 産地 か ら の も の の 
SY 三佐 の 酸化 物 の 分 子 比 率 を それ ぞ れ 第 3 図 及 び 第 4 図 に 投 

影 し て みる と 産地 毎 に 一 つの 男 独 に 存する の が 判る 。 

クロ ー ム 氏 鏡 の 重量 百分率 に お ぉ ける Cr/Fe クロ ミウ ツウ ム の 鉄 に 対す る 
重量 百分率 に お ける 比率 を 求め て みる と , 第 11 表 に あら は す 様 で ある 。 


Cr/Fe>3 の も る の は 冶金 用 と か 化学 用 に な る 。 当 鉄山 産 の も の の Cr,0; D 


含有 率 は 大 凡 47-529。 で , クー ロム 含有 量 は 余り 多い も の で な くさく, KOE 
有 量 は 比較 的 多い た め Cr/Fe=1.7-2.1 と な る 。 従 つて 冶金 及び 化学 方 
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面 に 役立た な く , 寧ろ 面 火 性 の も の の 材料 に 適し て いる 。 


Fan SS 
50 


% Ld 


Sto */4n0 4 


Si ae aah ae 7 | 7 = 7 + 


cr/Fe | 2.12 | 2.06 


後 記 AUT AMBRE TOR, 島根 大 学 に 赴任 する 頃 不 健 
康 で あつ た ヽ め , その ま > WMEBORL To 出来 る だ け 簡 源 に 最近 書い て みた 。 
ED EER AIL DRO HAI CHE EHTS ATFICEL REA の 
一 部 は 文部 省 科 学研 究 雪 に よる も の で ある こと を 明記 し て お く 。 
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Thermal studies on bornite in melted sulphur. 


4 


i= 7 3% £ (Asahiko Sugaki)* 


Abstarct: In this paper, the experimental data on behaviour of bornite in 
melted sulphur are described. When bornite is sealed in pyrex tubes 
with sulphur powder and then heated in an electric furnace, the following 
process is observed. 

1) At temperatures higher than 120°C, bornite reacts to form 
covellite with melted sulphur (Figs. 1A, 6). When cracks are found in 
bornite, the covellite is produced also in veinlets or as network along them, 
similar to those of supergen origin (Fig. 1B). 

2) At temperatures from 140°C to about 450°C, chalcopyrite 
appears in bornite in the forms of lattice, emulsion, lens, semi-cell, drop- 
like and worm-like crystals. The lattice pattern is formed at temperatures 
from 149°C to 320°C in bornite only near covellite, while the drop-like 
crystals appear in the inner part of bornite at temperatures higher than 
the former. The lenticular granules often appear in pairs when heated 
for one hour at temperatures from 250°C to 350°C (Figs. 4, 6), and they 
change into drop-like crystals when heated at higher temperatures or for 
longer times. These various forms of chalcopyrite are thought to be an 
unmixing product from a solid solution, formed in association with covellite. 

3) At temperatures higher than 300°C, a reddish brown mineral 
is formed in bands or patches in bornite, adjacent to covellite (Figs. 6B, 
9B). This mineral resembles bornite, but is anisotropic very strongly. 

4) At higher temperatures than 360°C, fine granular pyrite newly 
appears in bornite and aiso in massive chalcopyrite, originally existed. 

From these results, the wirter infers that : 

a) It is probable that some ore minerals are formed by 
thermal dissociation in solid state, as mentioned above. 
b) The unmixing phenomena irom a solid solution, formed 


by mechanism of a), can be expected in geological process. 


緒 


pill 


BAL SETGSEA hp EE GIL HSA Cu-Fe-S 系 鉱物 相互 の 関係 に つい て 
は これ まで 多く の 研究 者 に よ つ て 種々 論じ られ て いる 。 な か で る も 1937 


* 東北 大 学 理学 部 岩石 夏物 破 床 学 教 亡 
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46 Merwin 及び Lombard に < よ つ て な され な た 実験 的 研究 は 多大 な 成果 を 
BV, 鉄 床 学研 究 者 の 参考 と な る と ころ が 少な く な い 。 し か し な が ら こ の 実 
験 は 硫黄 蒸気 圧 455mm 下 の 条件 に 於 で て な され た も の で , 411°C 以下 で は 
硫黄 蒸気 が 凝集 し て 実験 不能 と な り , それ 以下 の 温度 に 於 ける 状態 の 変化 
は 未 解 の ま ゝ 残さ れ て いる 。 我々 が 展 々 必要 と する の は 上 記 411°C ょ り 低 
い 温 度 で Cu-Fe-S 系 鉱物 が どの 様 な 挙動 を 呈す る か で , この 様 な 実験 は 
鉱石 組織 の 研究 上 粗 か に 出来 な いも の で あぁ ある 。 出 来れ ば この 場合 熱 水深 液 
の 様 な 条件 下 の 実 験 が 好ま し い が , © OG ZR CLARE, A 
水深 液 の 化学 的 性 質 , 実験 装置 等 の 困難 な 問題 が あり , 今 直ちに 実現 する 
こと は 出来 な い 。 そ こ で 筆者 は 先 づ 手 は じ め と し て 硫黄 燈 融 体 中 に 於 ける 
班 鋼鉄 の 変化 に つい て 実験 的 開 察 を 試み る こと に し た 。 ARE ORRE M 
べ る 。 


実験 A Pri 
KROME LL Cit RR SRA PER U IR ES LL BE OBEHABR & 
使用 し た 。 EDICHSRS RUPE OMGE BARA, それ の みよ りな る 
試料 を 多量 得る こと は 難 か し く , 多く の 場合 肉眼 的 に 僅 量 の 鞭 鉛 鉱 を 含む 
試料 を 用 いた es 
先 づ この 様 な 試料 を 大 き さ 大 略 5~8 mm 大 に し , PY RANTS EC 
観察 し た 後 , 約 28 の 粉末 状 硫黄 と 共に 内 径 10mm, 長き 60 mm OF 
質 硝 了 手中 に 封じ 込み , 所 定 の 温度 に 保つ た 電気 訪中 で 一 定時 間 加 熱し た 。 
TEMA IL AK BUS ZAR Ca, 再 研 魔 し て 斑 鋼 鉱 の 変化 を 検 鏡 す る 一 方 
硫黄 を 用 いな いで 斑 鋼 鉄 の み を 加熱 し た 場合 と 比較 検 訂 し た 。 
ff & OD & 成 

SebRve HEL 7 BERG Ie 120°C kb ARE O mie L BUS UC Fig.1A 
の 如く , COMBINE FEORMEERTS. © OMS RANE 
CHA REAE EL, 次 の 様 な 性 質 を 有する 。 

反射 多 色 性 : 灰白色 ょ り 淡 紫 灰色 を へ て 藍 書 色 に 変化 し , 械 片 状 乃 至 織 維 状 構造 
ETS 

異 方 性 : ( 直 変 = コル 下 ) 非常 に 強く , rR ALARA OA RA EA CREECH 
Et Bo 

pee : 低く , 黄 鋼 鉄 及 び 夷 鋼鉄 より 軟 い 。 

BALA : KCN(20%) で 速やか に 黒 変 す る が , HNO,(1:1), HCi(1:1), FeCl 
(20%), HgCl,(sat.), KOH (sat.) GlzZB{hL Zt 


3 


1) Merwin, N. E., Lombard, R, H. : Econ. Geol., 32, 208~284, 1937 
2) Farnham, C. M. : Determination of the opaque minerals, 93, 1931. 
Short, M. N. ; Microscopic determination of the ore minerals, SY 


1948. Uytenbogaardt, W. : Microscopic identification of cre minerals ,70, 1951. 
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Fig.1 Covellite formed by reaction between bornite and sulphur. 
A B 


ss Si ae SPOS 


Covellite rim (dark gray) producud by heating bornite (gray) and 
sulphur (dark) at 200° C for 5 hours. x 130. ; 


Covellite veinlets (dark) and chalcopyrite spots (white) produced by | 
heating bornite (gray) with sulphur at 240°C for one hour x 130. 
Fig.2 Relation between width of covellite and heating 
temperature for one hour. 
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Heating temperatures 


こと これら の 性 質 は 従来 記載 SN COZHMBOtNLE—BITSZ, LOGS 
生成 され る 鋼 藍 反応 縁 の 幅 は 1C~60g AA CREO 4 OIA CLAZ 
< 認め らち られ, その 生成 幅 と 温度 及び 加熱 時 間 と の 関係 は Figs.2.3 で 示さ 

れる 様 で あぁ る 
な お こ の 信 散 の 生成 は 環 鋼 然 の 周縁 部 の み に 限 ちら れず , FE Lashkar 
列 鐘 の 存在 する 場合 に は Fi:g.1 B の 様 に それ に 沿 つ て 周辺 部 より 鋼 藍 が 
BAL, 細 脈 状 乃 至 網 状 を 呈 する 。 こ の 場合 殊 鐘 が 塊状 黄 鋼 鉄 中 に 入れ ば 
; 鋼 藍 の 発達 は 悪く な る 。 上 記 の 様 な 産 状 は 下 際 水 等 2 次 的 作用 に よる 錦 藍 
の それ に 極め て よく 類似 する 。 し か し 上 述 の 現象 は 硫黄 を 用 いな いで 筐 鉛 
GEM ADEA RULER ABN 
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FRR OB ON an ante es 
銅 藍 の 生成 と 略 々 平行 し て そ 
OTE. ¢ AU Bee BAS ck A 
ROPHRALND, LOH 
し 始め る 温度 は 140°C, 1hr. 附 
近 よ り で . この 場合 の 黄 鉛 鉄 は 
BEER JalPRED, GEV wae 
UG OBA ICBO CHD Nn, 
その 形状 も EPR, 細 格 子 状 , 
懲 レ ンズ 状 等 不明 瞭 な も の が 多 
く , 特に 微細 な も の は 高 倍 率 で 


Width of covellite, 


| Ea T コート 士 

Sars + | | < 4 
EEL TAS MIS HER SR E> o | =i] 
し か し 温 鹿 及び 加熱 時 間 の 増加 SEE ol i 
と 共に 析出 黄銅 鉄 は 成長 し , レ Heating times T 


YAK, YER, Sea, 準 空 胞 状 等 が 多く なり, PRR nies 
ろ 少 な く な る 。 これら 黄 鋼 鉄 の 現 出 する 範囲 は 低い 温度 で は 上 記 の 様 に 更 


鉛 鉄 の 周縁 部 に 限ら れる が , 温 鹿 及び 加熱 時 間 の 増加 と 共に 黄 鋼 鍼 の 特 中 
は 後者 の 深部 へ 進み , 220°~240°C, lhr. 以上 に な れ ば 麗 銅 鉄 試料 全体 に 
HOTRARORMBA SNS. SOMA SOMBER 深度) 
と 温度 と の 関係 を 示せ ば Fig.5 の 様 で ある 。 RBBEE で に 各種 黄 鋼 讐 
の 産 状 を 述 れ ば , 

eT ikig Gage (Figs.4A, 7A) 140°~320°C, 特に 180°220°C 附 近 で 
よく 析出 し 、 そ の 産 状 は 銅 藍 反 応 縁 の 近く 40~400 の 部 分 に 限っ て 現 わ 
れる 場合 が 多く , それ に 直ぐ 接する 内 側 の 帯 に は 普通 細 滴 乃至 徴 レ ンズ 状 
DRMBEA 5S. PRET OKE SER SF 4~204, HE UBS) 
0.5~2.0u. &¢ LER RE=ABHEETZ, 

レン スズ 次 昔 銅 鐘 (Figs. 4B, 4C, 7) 前 者 より 高温 の 220°~420°C 
特に 240°~ 360°C の 温度 で , 鋼 藍 反応 縁 より 若 千 離 れ た 斑 鉛 鉱 の 内 部 に 
頭 苦 に 析出 し , 度々 2 人 箇 づ ゝ 一 組 に な つて 現われ る 。 そ の 大 さ は 長 さ 4 
ISu, RE 2~8g で , 普通 不 規則 に 散在 する が , 時 に は 線 状 配列 や 一 竹 
の 格子 状 組 織 を 呈す る 場合 も あり , また Fig. 6 の 様 に 滴 状 黄銅 鉱 に 移 化 す 
る 現象 も 認め られ る 。 

Buk SHS Figs. 4D,4E, 7B) 240,420°C の 温度 で 現われ る が , 
特に 820°C 以上 で 発達 が よい 。 多く の 場合 レン ズ 状 昔 銅 鉄 と 共存 し 略 々 
同様 な 場所 に 産 す る が , それ ょ よ DRA Bie ま TEBE RY DAO be yz Lipp 
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Fig. 4. Chalcopyrite (light gray) segregated from bornite (dark gray) 
by heating with sulphur. 


“ 


Lattice patten of chalcopyrite formed by heating at 220°C for one hour. 
x 130 

Lamellae and leaticular crystals of chalcopyrite produced by heating at 
200° for 20 hours x130 

Lenses and drop-like bodies appeared under the same condition as above: 
x 130 

Drop-like crystals of chalcopyrite formed at 380°C for one hour. x 130 
F. Drop- and worm-like bodies or semi-cell crystals formed unber the 


same condition as above. x 130 
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出す る 傾向 が ある 。 普通 そ 
の 大 き さ は 10 ~25u で , 
産 鋼 鉱 の 肉 部 に 行く に 従い 
EE Ure 
の 一 部 は 上 記 の レン ズ 状 黄 
HIBORELIZ DOCH 
Bo 

rh HKE Sage (Figs. 4E, 
4F) 160°~440°C の 温度 
CHL CHE k 0 HEN 
PIO ARCH, Vv 
YARRORK & 0 ia で 
も 析出 する が , 普通 これ ら 
及び 準 細 受 状 黄 負 鉄 と 共存 
ある 。 これ の 所 S60 
2004, IS 4S -C, Be 
鋼鉄 結晶 粒 の 境界 及び その 
BBE IBOTHH LS 
の で ある 。 


Fig.5 Relation between zones of segregated. 
chalcopyrite and heating temperatures. 
for one hour. 


た 
®F 


Thickness of segregated Zone 


( 


a 
ts iP a 
100 200C 


Ln x - = 
ueating temperatures 


Fig.6 Change of chalcopyrite ‘rom -lenticular 
into drop-like bodies. 


a 4 a ) 


SEMA inte (Figs. 4E, 4F, 7) aie cms ZARB CRM, 多 
< (SBERASLO Rad YS O CHT LSD CROIES 2-9, 細胞 の 径 60 
~350n, その 一 部 は 映 虫 状 黄 鋼鉄 の 成長 し た も の で ある 。 

WAR ange (Fig. 7A) 140~ 300°C の 温度 で 格子 状 同様 鋼 藍 反応 緑 に 
接 す る 部 分 に 現われ , EDK aS 0.50 LAB ORR ~C HEAR 72 る DEO Rr ae 
等 で , Lib BPR PIO BRRUEN & BIL BE & OBR & RVIEKR 
れ Fig.7 KU Fig.8 DRRCHS”. 


1) EAGRIUPEREPAEEBEEE & FBV te CRUE DIAL ES Ch BE ROR eMeE 
析出 する こと が ある 。 し か し 単独 加熱 の 場合 は 次 の 様 な 事実 が あり , 上 記 の 現象 と 


は 明か に 区 別 さ れる 。 1) 


Bail GRO AY (LBB HA の 温度 に 隈 られ て 行なわ れ , 


200C? 以 下 の 温 庶 で は 全 々 み ら れ な い 。 2) ATH RPROKIS vy IR, 塊状 及び 滴 
状 が 皇 で 格子 状 や 細胞 状 は 少な い 。 3) 温度 に よる 析出 黄 伯 鉄 の 形状 泰 化 や ゃ 産 汰 
の 限定 性 は な られ ず , 斑 鋼 鉄 中 に 概して 均等 に 分 布 す る 。 4) SCR BS bee 
硫 昔 中 の それ に 縮 し 遥か に 少な い o 

な お 単独 に 加熱 し て も 昔 負 鉱 を 析出 し kV SARA RE GK IU DERE 鋼鉄 を 試験 的 に 
MMU LO0°C WAAL LIS, LeCRER OMB LA 2 RE 


果 を 得 た 。 


RE 


Be FO PRY ae OS 


Figs 7 Various forms of chalcopyrite appeared by heating. 
: A B 


A. Lattice, emulsion, lens, semi-cell and worm-like crystals of chalcopyrite: 
(Cp) formed at 220°C for one hour. B, bornite; S, sulphur; Cv, covellite.. 
x 80 

B. Lens, drop-like, semi-cell and worm-like bodies of chalcopyrite: 
appeared by heating at 380°C for one hour. Note pyrite! Py), anisotropic 


bornite (bo) and covellite (Cv) appeared in association with chalcopyrite . 
x 80 


Fig.8 Relation between various forms of chalcopyrite, obtained by 
heating for one hcur, and heating temperature 


Te mpe lre “C 


/00 260 200 400 506 
Lattice ea ーー 
Lens ween 
Drop | * emer 
Worm 
Semé-cell SS ee eS 
Emulsion Sa ee ae 


= &@ 鐘 の 現 H 


260°C 以下 の 温度 で は 全く 認め られ な い が , SHUELOMEK BNIB 
鉛 伝 中 に 鞭 鉄 鉱 鉱 物 が 現 出 し て 来る 。 そ の 産 状 は Figs. RU CA On 
く , BE 40~120g 内 外 の 小さ い 窪 み の 周 辺 部 に 大 き 4~ 30u BE 
の 尊 状 と し て 産出 する が , BACK < PEMA ICRESe SL CH 
出す る も る の る も 少な く な い 。 共 に 前 記 の 銅 菊 反 遍 縁 附近 に 最も 多く 現われ る 
傾向 が あり , この 析出 量 は 440°C 以上 で 急 に 増加 し , BO CH RAR. 
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A. Granular pyrite appeared by heating bornite(white) at 440° for one h 
our. x 130 


B. Anisotropic bornite (derk gray) between covellite (dark,C) qornte (whi 
te) formed at 380°C for one hour. S, sulphur. x 130 
DEECMTS. _DRKBRAMO KABA POR (L, 
反射 色 RAG, SA 


woe High, 黄銅 鉄 , SEER YAICH 
Menke 。 HNO。(1:1) で 発泡 し , 蒸気 で 褐色 する が , KCN(20%), HCl 


(1:1), FeCl,(20%), HgCl,(sat.)), KOHisat.) Gix2B{kL zo 
で , 黄 鉄 鉄 の それ と 一 致す る 。 

な お 黄 鉄 鉱 の 現 出 は 斑 鋼 鉄 の み に 限 られ ず , PERASK He MAO Sea are 
鉄 が 存在 する 場合 , 後者 中 また は 前 者 と の 境界 部 等 に 度々 黄 鉄 銭 の 現 出 が 
み ら れ る 。 こ の 場合 の 黄 鉄 鉄 の 産 状 は 上 記 と 同様 で ある が 斑 鉛 鉄 中 の そ を 
NE DERA NAW MBAS, 

BHA tt MS GO RK 

300°C LAL EO YE Car ho, OD — SEPARA CE < PED ZR 
DNTKS. FORHERSANE I, 

反射 多 色 性 赤褐色 より 淡 人 紫 福 色 を 経て 灰 福 色 に 変化 する 。 

異 方 性 ( 直 変 = コル 下 )〉 灰 黄 色 ~ 暗 紫 褐 色 ~ 青 草 色 に 変化 し , BBTRER URE 
鉄 鉄 よ り 遥 か に 強く , 工 片 状 或 は 粒状 の 内 部 構造 を あら わす 。 
硬度 周囲 の 普通 の 斑 鉛 鉄 と 略 々 同一 で ある 。 
manzte HNO, (1:1) > 発泡 せ ず , 多少 濃 赤 礼 色 に な る 程度 で 殆 ん ど 変 化 な い 。 

HCL (is); A 

KCl (20%) ; #afarcAyes 5 CHBOREHIGKO BOGE 0 FV) 
FeCl, (20%) ; 徐々 に 濃 赤 褐色 に な る が , BWIA AY GHBORE 
銅鉱 の 反応 より 弱い )。 

KOH(sat.) ; 徐々 に 福 変 する 。 俳 し 頭 若 な 反応 で は な い 。 
HgCl,(sat.) > 殆 ん ど 変 化 な い が , FERRE Ties Ac Zo 


1) 長 時 間 放 置 す れ ば 徐々 に 福 変 する 。 
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SC, STATED CHR A COR OBERTSK LIA DICARSM, その 他 の 
性 質 は 大 略 類似 する 。' 

I ORTEB Mit Figs.7B 及び 9B 2B SRA IR b BRAS 
と の 境界 部 或 は その 附近 の BEABK Y 中 に 帯状 (RS 8 ~25p), 2E~80- 
ん 4 大 の 斑点 状 及 び 幅 4 以下 の 細 紀 状 等 を な し て 現われ , 時 に その 内 部 に 
RMBOBCE EET ZBSADS. 

この ほか 280°~360°C Li EOURBE CRKA~ KEE E Zt Zoe bse 
DESIRE) & Tel SRSA RE SURI £ DRO CHM ZBAMEZ, LH 
C= A PB CR a ~ Be RECAI ET SBAEE BL, 多く は 幅 3~15g. 
ORR To BPR CHT S.C ORMMOAAGFi2 Ww Tit A FRA 
で , 今 の 処 朋 か でない 。 


斑 & の # 色 


DUP k VBR EZRET S. Bl 120°~200°C 以上 で 多少 淡色 化 
し , 280°~300°C Lh bic GIVER RE VBKRRE EF BRIBES 0. 
LL BAILRS な い 。 


成因 的 老 窒 


EOAR 本 実験 に たよ つ て 生成 され た 銅 藍 は , 1) BERS, BR 
と の 接触 部 に 生成 され る 。 2) He AHL BV CHEMO ADBALK & 
き に は 生成 され な い 。 3) その 生成 量 は 温度 及び 加熱 時 間 と 共に 増加 する 。 
等 の 事実 か ら 殆 負 鉄 と 同封 の 硫黄 融 体 と の 反応 に よろ つて 生成 され た と 差 え 
る 。 し か し この 場合 銅 藍 が が 生成 され る た は その 場所 に 於 て Cu FORME 
集 及 び Fe 分 の 移出 分 散 等 の 拡散 現象 が 起ち な けれ ぽ な ら な い 。1937 年 
Merwin 及 び Lombard?” は 硫黄 蒸気 圧 455mm 下 に 於 ける Cu—Fe—S =a 
の 状態 変化 に 関す る 実験 中 斑 銅 鉄 の 成分 に 福 当 する 固溶体 が 484°C 以下 
の 温度 で CusFeS。 LRROLICDRL, 更に 445°C 以下 で は Cu,FeS, 
が 黄 鉄 伏 と 久 藍 と に 分 解す る 現象 を 認め て いる 。 筆 者 の 実験 に 於 ける 鋼 芽 
の 生成 も 上 記 同 様 硫 黄 の 作用 に よ ょ る 環 銅 鉄 の 府 分 解 と 解 も られ る も の で , 
ZOE LL CEERI HAO Cu,Fe 両 原子 の 拡散 運動 を 着 え ね ば な ら な 
Wo x 

SiBOMH この 成因 と し て 固溶体 の 離 浴 また は 斑 鋼 鉄 の 熟 分 解 の 2 
通り が 差 え られ る 。 そ の うち 前 者 は 上 記し た 如く 鋼 藍 の 生成 に 関係 し た 更 
鉛 鉄 の 部 分 が 必然 的 に Fe 分 に と ん だ 固溶体 と な り , Fe の 量 が その 況 度 
VIA 4 ERI O AE + HUT SBA, RO Fe + RHA OW Cit 


1) 移 に 阻 鋼鉄 の 内 部 に る 現れ レン ズ 状 , FORO ATH BRK LILA TA, 
2)-Merwin, H. E., Lombard, R H. op. cit. 
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Bel iH 


Zz ay 


MTSZLEMBRZ ONS. KERMA 
接 な 関係 が あり) HoB#Y? On 
BEAM CMD CL MTZ ILE 
2 EGAGK IX _LELORR BRE IC kL BREE 


Vi AERP O BIR AGO AR LB 
て 実験 し た 班 鋼 鉱 一 黄銅 鉱 固 溶 体 の 
0 本 CS 
EMYChH SRA. HADRIC 


ょ る 方 法 と は 上 記 の 機構 と 関係 な く , BROWS CAMO MMAR t 


り Fe ize teegme, Cu arice 
る 場合 で LOMB S A bN 
SENLECH SB. 


t PES BEEISE BAA LIC DRS 
る が , これ に つい て は 更に 今後 の 検 


共 鐵 鏡 の 生成 前 記し た Merwin 及 び Lombard の 研究 に よ つ て 実証 さ 


れ た 様 に , 硫 革 の 作用 に よる 夷 鋼 鉄 の 分 解 で 生じ た も の と 療 え られ , Eee 
藍 の 生成 と 成因 的 に 関係 が ある 。 (ORRMO 現 出 する の は 360°C 以 上 


の 温度 か ら で , それ より 低温 で は 鋼 枝 の 生成 に と せな う 全 分 の Fe 分 は 上 


au 


LORH ¢ BRYA SE DAS ONT HC BO Sv 


RisLombard OA HPBRIGES 
pes 
中 に る も 
BELT2 S の 影響 と 老 え て いる 3 

異 方 性 攻 鉛 鐘 物 の 現 出 これ と 全く 


a {Hs 


ZO, 440°C DL kiz anid = OBE 


GOB SAIS L, oi ETC RRO BH SO ETL CHR, Merwin 


(, な お ご れ ど 同様 な 成因 に よる 現 


者 DRG Teas SRL AE BEEASE Ie URGE SAL oe BESAER D PASSER 
認め られ, LOCEO RABE LILES S 2 次 的 鋼 蓋 より 遊 


同様 な 鉱物 は 上 記 の 赤 山 鉱山 及び 大 


GEG LL PE BEB ak — se ed AE AED ASE 中 , 特に 2 次 的 鋼 藍 が 存在 す 


る 場合 で な みとめ の られ た 。 2 OBMO RK 
REO LeICHAL, UHR 


ACD CULAR CWB, CMA 
因 的 に 密接 な 関係 が ある こ ER & Hl 


Epes ORES CemMaANK AE 
及び 生成 条件 に っ いて は 今後 の 研究 が 
た orange bornite syyx Merwin 及 び 
想 当 する 可能 性 が 強い 。 な お ね お 本邦 に 於 
2,3 の 記載 が あぁ ある 。 


= 


SSE ESE = OB MOKA 
必要 で ある が , Murdech” の 記載 し 
Lombard ) MARR L 72 Cu;FeS, に 
SKA BERET TI 


約 
熱 的 変化 を 要約 すれ ば 


LP OC A と 反応 し て その 周縁 部 に 鋼 哀 問 を 


Sgak A Sci ikeptaohoku=l0)in 
) Hae, 山 江 徳 載 : BARRE 35, 6 
) 


oo to 


+ 


Murdoch, J. :Microscopdc determine 


inven mete SR S| 
5~73, 1951 


Sugaki,"A. ; Sci, Rept. Tohoku Univ. Ser. 3, 4, 185~193, 1958 


tion of theopaqua minerlrs, 64, 1916 


5) Merwin, Ei, Lombarp, Ro Gs) op: cit. 


6) 中 野 長 俊 : wat eeae, 10, 178~182, 
SR giegewR, 7, 133~136, 1951. 


1933. HARE, 南部 松 夫 ; 東北 大 選 


nth iia diet 
nee 
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TRIS. SLIOWAMMARP EUR EET ZS BAILS HIB CM 
脈 状 乃 至 網 状 を 量 す 銅 藍 の 生成 を みる 。 

2) 140°~450°C, Thr. 加熱 で 夷 鋼 鉄 中 に 格子 状 ) レン ズ 状 , SER, 螺 
HR, VE MID UEP OD SEBS DF 出す る 。 そ の うち 格子 状 黄 銅鉱 は 
140°C~320°C, 1hr. 加熱 で 鋼 藍 反応 緑 の 近 くに 限っ て 現われ , 滴 状 の そ 
れ は 前 者 より 高温 の 240°~427°C, thr. pec b し て 筐 鋼鉄 の 内 部 に 
Bit, Hb vy AIRE 2 箇 一 対 と し て 本 出し, これ は 高温 また 
SSCA S LO CPR RAR ICAL GS. LNG RMMO HT He 
DAKINE & YO CIB X 7: HERA GK SE YA (AO MEAIB CH BAT 
能 性 が 強 い 。 3 

3) 300°C, Lhr. DL EO Ane CBEEAGK ARG oA LL CHEE RIGS b Be 
WI t ORAS S. CL ORMOMALM 2 BEAK SW, 
SEF EDDY CHW, 

4) 360°C Li EO RE CHERAGE TL UH) D SRR SEAS HB 1c HERRERA HH 
2 Bo 
SC, これ らち の 現象 と 温度 と の 関係 を 表示 すれ ば , 


0° 100° 200° 300° 400° 500° 
| | | | | | 
Covellite 

a WANE 

: Anisotropic bornite 

: * 300°C 

Bornite ES Ns Rd ea 
140°C : 360°C 
Pyite | a 


Chalcopytrie | 


: の 様 で あぁ る 。 以 上 の 実験 結果 か ら 
a) 天然 産 鉄 石 鉄 物 の ある も の は 上 記 の 様 な 熱 分 解 に よっ つて 生成 され る 
可能 性 が ある 。 ・ 
b) ZAHIC LO CAUK 2 RMA AKO BEANS ER SL Cla % ¢ SHE 
学 人 的 現象 に も 起 る 可能 性 が 濃い 。 


等 の こと が 考え られ , 特に 鉄 床 が 火成岩 の 導入 や 後期 の 鉱 化 作用 を 蒙 む る 


REUSE SIt LALOR RSE EE HES 
HAE AY, RH PHBE 7S 御 指 導 を 賜 つ た FOLD EBA OIC ARE 
験 に 協力 され た , 山 江 徳 載 , 林 高 朗 両 学士 に 感謝 の 意 を 表す る 。 な お 本 研究 に 要 し 
た た 費用 の 一 部 は BEES RICE So D> に 明記 し て 庶 意 を 表す る 5。 
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北海 道 訟 の 澤 鏡 山 銅鏡 床 に 就 い て (1) 
On copper ore deposit of Kagenosawa mine, 


Iburi province, Hokkaido. (J)* 


% #® §& tt (Ryoya Sugimoto)** 


Abstract : The Kagenosawa mine is located about 5 km north- 
west of Horobetsu station, Iburi province, Hokkido. 

The hollocrystalline rock, intruded into the Neogene formations, 
is found in the neighbourhood of this mine. Especially, the relationship 
between this plutonic rock and metallic ore depcsit, which has been ciscuss- 
ed, is clear at this mine. 

The geological complex, developed in the adjacent area of this 
mine, belong to the Neogene Tertiary, various kindes of volcanic, and 
Quarternary sediments. The Neogene Tertiary consists of the lower green 
tuff, quartz-diorite intrusived into the former rock (Fg. 3 showing its in- 
truded relation’. conglomerate and upper green tuff in ascending order. 
The conglomerate is composed chiefly of chert and slate derived frem the 
so-called Pataeozoic, and subordinately of diorite and green tuff derived 
from the Tertiary member. Its traced distance is very short, the 
thickness being about 60cm. Covering the Tertiary formations 
descrived above, the Quarternary sediments and volcanics are widely 
developed through the elevated plateau of this district. They are mainly 
composed of the Noboribetsu mud lava and pumice bed in ascerding order. 

The ore deposits are embraced in the lower green tuff, diorite and 
upper green tuff. Especially, the deposits which are now under mining 
are a vein-like type in the fault zone striking in N 80°E and in the brecciated 
zone oi diorite striking N 10°E. On the other hand, the netwerk type 
deposits, which had produced the higher grade ore of Au, Ag in the earlier 
development of these mine, are embraced in the clayed zone of lower green 
tuff. Turthermore, the deposits showing the same mineral assemblage as 
in diorite, also exsist in the upper green tuff, covering the dicrite and the 
lower green tuff. 

It is clear, accordingly, that the mineralization began after the 
deposition of the upper green tuff, and then the ore depcsition here was 
ultimately unrelated to the intrusion of quartz diorite. As covered by 
the Quarternary rocks, the accurate age of mineralization is unclear, but it 


is doubtlessly younger than the later Kunnui stage. 


* 1954 年 3 月 20 日 日 本 地質 学会 北海 道 支部 総会 で 講演 
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新 第 三 紀 層 を 綱 く 完 品 質 岩 石 に か ん : ヒ て は , すでに 多く の BE” BH 
る 。 しかしながら, この 種 の 火成岩 活動 と 金属 鉱床 と の 関係 に つい て は , 
記載 され た も の は きわ め て 少な く , 未 解決 の ま ゝ に 残さ れ て いる 問題 も 多 
Wg 

最近 発表 され た 斎藤 正 次 の 茅 河 図 幅 説 明 書 にょ る と , RAR 
る 因縁 岩 体 は , BAR CTE PED を 貫い て いる と 結論 し , さら に , 
金属 鍼 床 と も 因果 関係 を も つて いる と 指摘 し た 。 

SAI, だ まな たま, IOP RIAAORRUSBALTR KC, DBO 


TRikzs CORR LE ORRicoWt, 2,3 の 事実 を みとめ た の で , FORE 


を 紹介 する 。 

WNL RS Cee QD, いろ いろ と 視 指 導 7 御 批判 を いた だ いた 東北 夫 
FUSS CES, PARE, 北海 道 地 下 人 資源 調 査 所 斎藤 仁 , 斎藤 昌之 , な ら 
びに 調査 の 際 に , いろ いろ と 便宜 を あたえ られ た 共 の 沢 鉄山 所 長山 田 末 吉 


TL 位置 交通 ・ 洛 草 


SB CHAT a ee 
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C OBUNS ACHE ESL ARE BUT CO, ARYA? ICE 
OAtsdL HM 15km に 位置 する 

鉄 出 へ 行く に た は, BRR 立 本 線 憶 逢 駅 で 下車 し て , WAM BRBR GE LL VCE S 
32? を 利用 する 。 こ の 間 は 約 ICH So 

ご の 地域 は , 昔 か ら 例 属 久 床 地帯 と し て 注 月 され て きた と ころ で , 多く 
の 鉄山 が 開発 され , 白竜 鉄山 PERI”, ARABI”, な ど が , その 
主 な る の で あつ た 。 その は ほか 出 鉄 は 見 な か つた が 探 鉄 され た 個所 は 数 多く 
存在 し , いずれ る ゃ も, BURR CHS. し か し な が ら , 現在 稼 行 され て 
WADIL 2 OUR CABO RAW R-7 CHS — 


1) *npP@we : HK. 35, 4, 91~106, 1951 
(1951 年 まで の これ に 関す る 資料 を 一 括 し て 表示 し た ) 
ALL : HA, 37, 6, 2283~229, 1953 
今田 正 : 山形 大 学 紀要 (自然 科学 〕 2, 253~260, 1954 


2) BRE : 五 方 分 の 一 芽 沼 図 幅 説明 書 , 1952 


3) eM KE LIEN CWB o 

4) ERIS OPREISIEIRARARAR EE ChI7Y7IBMETSZ A LICRORD 
CHE IS BIE S Ko 

5), 6), 7),. 大 日 方 順 三 ,, 鉱物 調査 報告 Chez). 22, 1915 
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= OMAR BOO VEISE, 
る い 傾 斜 で 太平 洋 (内 


第 1 図 松 の 沢 鉄山 位置 図 


松 の 沢 録 出 の 開発 は 古く , 
明治 末期 か ら 大 正 年 間 に 金 銀 
GeEnRMAL CHES N 
だ DC の SRE 
は 明か で な い 。 本格 的 に 開発 
され た の は 現 鉱 業 旗 者 の 松本 
GKEEVZ KD CHAD LE EDS, 
毎月 50 }Ye Hamill 
鉱 し た 。 戦後 一 時 休 山 し た が 
昭和 23 年 に 再開 し , 石英 
GeiAA ICMAT SPARRO 
発見 , な らち ら びに 既存 鉱床 の 下 
oh, TUIUSTETALER Ee RI 
ie 8 207 
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lll 地形 ・ 地 質 


ER RE I 


火山 砕 層 岩 な ど で お お われ て いる た め , ゆ 
YS) (OCA CWS 


し か し , YEREO 末端 
河 別 の 流域 は 侵 触 が 進み , 乱 


岩 絶 忌 を な し 各所 に 飛 江 を か か げ て いる 。 し た が つて , SRB IAT 


SMBH ALL XU AL LAI AB CGAL COST FEW 
SRL i 2A ES, 前 述 の 第 四 紀 火 成 活 動 に よ つ て も る たら 


され た 泥 燈 岩 、 


新 第 三 
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新 第 三 紀 層 


この 地域 に 発達 する 新 第 三 紀 層 は 上 に の べた よう に 嘆 別 飛 


で ある 。 こ の 地層 は さら に つぎ の よう に 3 つ に 分 けら れ , MBH srt 
al ERECT LEX NS. 
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Libis BB JS 


Fi RICE 


1) 


ARE Z, 


1953 


AUARR, 酒 純 俊 , 5 万 分 の 1 地質 図 幅 説 明 書 
「 登 別 温泉 」 北 海道 地下 容 源 調査 所 , 
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第 2 図 Shr A eS 


1 上 部 緑色 癌 灰 岩 2 石英 関 緑 岩 
3° Pei RICE 4 断 jg 
SB 脈 © RUA OR PR 


下部 緑色 凝灰岩 層 : CORB RRISAM CUBRE AL COL CS BAIR 


= aa 


BE CHEMRECH), USEESL, 肉眼 的 に は きわ め て 少量 の BOBO, wit 


ROSRA, MICE 2cm 大 の 大 山 岩 片 を 見 出す に すぎ な い , し か し な が ら . MAD 
周辺 で は 灰 自 色 と な り , BRED SHORE が いち じ る し く , 粘土 質 に か わ つ て いる 。 
この 粘 征 化 作用 は , BREAK LR ERICA LMT CHET ZMBST CS, 一 層 顕 著 と な 
り ヶ か ゆっ» 状 の 泥 土 に 変化 し て いる 。 

SAH P Clk, 基質 は 大 部 分 が 緑 泥 石 化し た 統 密 な 海綿 状 下 璃 か ら な り , COME 
め て 緑 泥 石 が 発達 し て いる 。 班 品 と し て は アル バイ ト 式 双 上 品 を し めす 0.5mm 程度 の 破 


HRONRAD IED, 時 に は 0.3mm ALOMBBARESL DENS. HRA, 多 


CEL CHF) YROVBUEEL て いる 。 な お , BR の 火山 岩 片 も ほとん ど 縁 泥 


石 質物 質 に か わ つ て いる が , 究 山 岩 の よ う で ある 。 


Bae : この 岩層 が 上 に の べた 下部 緑色 奨 灰 岩層 を 直接 お お つて いる と ころ は みとめ 
られ な い が , 石英 鐘 緑 岩 体 を お お つて いる 部 分 は み と め ら れる 。 AMMNFLA dB HSIN 


| を さか の な る 170m の 地点 で は , LOBABRERARBKO LIC, ほぼ 水平 に の つて 


at 
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WAZBMRBABNZEAM, ZORA, Im EX OROT, AEH CIBC THUD 
め ら れ た 延長 は 約 200m CHZ. _OBABLE 5~Gcm ORF RORG Fr — 
黒色 頁岩 な ど , 主 に 古 期 岩 類 等 か ら 構成 され て いる が , BRM, MARK 
央 等 ャ な みとめ られ る 。 、 
NAR E OER CHE 0 
LEER Bg : LICORKBRBLIERCR RKC S7. 2s OYRHRAB 
を 欠い て , BRREBATHEBBOCWHOSE AICHE, その 接触 部 は み ら れ な 
が EL RAG RN Piet 灰 岩 と 同じ で ある 。 
BRS > LICON TT REREKER, この 石英 了 緑 岩 質 完 品質 岩石 に 貫 
か れ て いそ が ,」 多く の 場合 は 断 ee pS Bs ee ae 
こと の で きる 場所 は 限定 され 現在 の と ころ る , 
と は は ほとんど 不可 A I te eae Fz 
仙 琉 沢 と の 間 の や > awe 7s HEAS, ECAR * き て お り , 和 辺 縁 部 は ほとん 
PRE CHEN CWS. すなわち , 関 緑 岩 体 の 主 び 北 面 は 東西 性 , 西 面 は 南 
北 性 の 断層 に よ ょ つて , それ ぞ れ 上 , PRRs CBsnT 
CAEL, Ee AAREE きま を 観察 で きる 場所 は , ASAD Re CoN ORT ICa Se 
られ る こと に な る 。 そ の うち 両者 の 鹿 係 が も つと も よく わか る 個所 は つぎ の ダダ 個所 


第 3 図 
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A) ABSA: b 187m の 地点 この 地点 で は , 第 3 図 に 示す よう な 明瞭 
な 貫入 関係 が み ら れ る 。 すなわち , PRE BI 0.5~10cm MO» US“ REAL 
CHAL THY, 線 色 漢 灰 岩 の 周縁 部 は 堅 硬 薇 密 と な つて いる と 同時 に 関 緑 岩 体 と 
の 周縁 部 10 cm 位 は 黒色 と な り , さら に 0.5cm (WO WY » 状 の 黒色 部 分 が 綱 


RiCBAL TwrAo 
B) FIR CORES HOIZZLARC MUIR S. COMRADE 35m 
東 に 上 る と , WECH 4 図 に 示す よう ARMA ANS. COMM C, 
第 3 図 に な みな られ る よう な 々 ひる も “ROBAREERT ILA, 10~I5cm の 凸凹 
を る も D CHL VN る 
第 4' 図 神仙 寺 沢 に お ける 石英 図 緑 
BLE ARKE ORE 


上 に の べた よう に , BBR ILE 
部 緑色 凝灰岩 中 に 賃 和信 する が , BA 
を 経て さら に 上 部 緑色 凝灰岩 に お お わ 
れ で いる 9 LES, MIGRATE IK 
Pe BS. ¢ Ea Cl SP RS, 
その 下部 に 横たわる 深成岩 と は , Be 
WA CC Ch So 

この よう な こと か ら , BRARO 
BARES, 上 部 緑色 遂 灰 岩 堆積 以前 
で ある と は 明か で ある 07 し た が っ で 
現在 の と ころ , COL, 下部 緑色 凝灰岩 
層 は 新 第 三 紀 中 新 志 ( 証 細 統 〉 に 対比 
きれ る の で , この 図 緑 岩 の 逃 入 時 代 る も 
当然 その 時 期 と な る 。 

この 岩石 は , 長石 7 右 英 お よび 有人 色 
Kirov, Asx c AEM 
線 色 鉱物 に か わ つ て お り , HH Cid, 


普通 淡 赤 褐色 の 鉄 質物 で 汚染 され て いる 。 し た が つて , 新鮮 な 岩石 は 全く みあ た ら 
EPO. そして, CNEORRMAR MS, 蜂 確 な 結晶 形 を 示す 事 な く 二 に 混入 し あ 
EN 
顕微 鏡 下 で みる と , COREA BRE, これ ら の 鉱物 は 共に 粗 な 花 賠 岩 構造 
を 示し て いる 。 
ERGRMAS EA 。 Ae fA * 正 長石 , 副 成分 鉱物 と し て , PRA ° te 
が ある 。 これ ら の 量 的 禄 合 は 欠 長 石 が 最も 多く , 石英 ・ 角 図 石 が それ に つい で いる 。 
ぞ の 中 の 倍 長 石 な 半 自 形 な いし 他 形 で , 時 に は アル バイ ト 式 双 卓 や ベリ クリ ン 式 
ce RR RC Bolt 


困難 で ある が , 竹 渋 色 と 屈 折 論 の 高い 点 か ら 絹 雲母 , 石英 より 屈折 率 の 低い 点 か ら 
PEA OUCHLAMLHRSH, それ ら の 集合 体 の よう で ある 。 そして, BA 
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第 5 図 PUAN OR BEER 7 7 F 


Ho: REALL AANA 
Qz : 石英 
Pl : RUE (EE ELL RAR A 


open nicol 


BEODSIVARAKEW Ch, B 
ive FF Lb} BUMIMEL < SPaB ES 
TeAMBCT DN TW Wo FT 7D 
b, BE MOD 布 は すこ し も 規則 . 
隆 は みとめ ら れ な い が , ある も の 
は 双 卓 面 や 英 開 面 に そ つて 配列 し 
て い る 。 な お , 稚 長 大 は 角 隊 石 
29EL, か つ FIR AO 小結 唱 
AL CWS BM alk BBY 
L¥BBC, %& O24 Aas meld 
0.8x0.5mm で , 多 色 性 の いち じ 
ZLWRERA EC HS. LAL, 
EOKBG IE YER (一 部 BBR) 
に 変化 し て いる と 同時 に , FEO 
鉄 質 物 に 汚染 され CWS MVEA 
多 色 性 が いち じ る し さく, ※* 三 淡 緑 黄 
色 Z 三 淡 緑 色 を 時 し 直 消 光 を 示す 。 
右 英 は 他 の 鉱物 の 間 FIs BL CH 
在 し , He GES So 


SOK BORAT NSH CAM & CHM EN TWH 


NS fo) 
ALE E SORPUNTNSW (OHM ZMEMERMCES, FB 
ZNSBOIRGIUSSROBBLOUON Lebel, Males oe 
路 の 東側 に 一 連 の 好 露 出 が ある 。 これ は , FEMAKEKAC, Rigshics 


HORA * RRR BEB L URAO ODT eS ¢ DEAR 


AC, その 上 位 に 最大 人 頭 大 の 種々 の 安 
が 発達 し , さら に , KROME 
OR CAS BYE 


Om AOSRE L COT So 


lee eAa@D BRS 3 < ORS 


eS DEB e BBOTWS 


Ag CME COS RREO RIL 


CORAL, ANIC AbEdE BAEDEN TZU WELAL KMS 
BBD SRM SUC So 時 に は , この よう な 岩 質 OMG ERB PLBRaAn 


る 部 分 と が 締 状 を な し て いる こと も ある 。 


pee P Clk, 0.17mm KO BCS SWIX ROSRARS<, 0.1mm KO 
SERRA CICS, HG, 石英 は , OC LECH S BE RR CBR. 


され て いる sp 


(AE) 
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7670, = Qt ROMEO REM 
Keith ayn lig iRoy, IRA 

三 価 元素 A B+ Ob 74,03, B03 
の 1:1 RU 3:5 モル 比 化合 物 , BS ABO, 
A。B;O」。 の 複 酸化 物 に つい て , 結 唱 化学 
的 吟味 を 行 つ た 。 研究 され た 三 価 元素 は 
ALFe の 他 ,; La, Ce, Y 等 の 季 土 類 , 及 
U Cr, Ga T1B 等 で ご れ 等 の 組合 せ に 
よ ょ つて 生ずる 多数 の 化合 物 の 構造 型 を 決 
定 し た 。 化学 試薬 の 酸化 物 を 原料 と し , 
これ を 所 要 の 割合 に 混合 し , 電気 訪中 で 
高温 (600~1900°C) に 加熱 し て 複 酸化 
物 を 合成 し た 。 生 成 物 を 光学 的 , ※ BRAY 
及び 熱 分 析 法 に ょ つて 研究 し , これ 等 の 
間 の 多 形 , 同形 の 関係 を 明らか に し た 。 
数 十 種 の 複 酸化 物 の うち 確認 され た 構造 
型 は 次 の 七 種 で , これ 等 は A, B 両 元素 
DA AY EIA 密接 な 関係 を も つて いる 。 
Perovskite 型 ) マ YCrO。 型 (高温 人 析 
稿 石 型 (低温 ', a2O。 麗 (高温 !ー っ て T1。0』 
AU (Kim), 8-gallia 型 (高温 ) > コラ ン 
ダム 型 ARH) 

Perovskite My? 0784 A, 上 E 両 元 
素 の イオ ン 半 径 の 許容 度 t(t=RA+Ro/ 
/ 2(RB+Ro)) は A+B4+O。 型 の 化合 
物 で は 0.77 で ある が A3+BTO。 の 場合 
で は 0.89 で ある 。 多 数 の 複 酸 化物 に つ 
VW) CHES REG SL OWE, 多く の 
新 化合 物 の 性 質 が 明らか に され た 。 (Am. 
Min., 39, 1~23, 1954) [RAIS 
7671, Argentdpyrite OXMYRA 
Murdoch, J., Berry, L. G. 

AGh iz sternberyite (AgFe,S,, 
Comm) と 同 二 質 像 で ある と 考え られ て 
いる が , 末 だ 明確 で な い 。Peacock(1942) 
DUE MK UT, Freiberg 産 (Royal 


Ontario 博物 館 和 標本) と Joachimstal. 
pe (National 博物 館 標 本 ) の 試料 に つ ' 
いて 新た に 研究 し , 次 の 結果 を 得 た 。 B. 
Fete, a=6.64A, bo=11.47, 
€j9=6.45, ap:bo:cg=0.5789: 1 : 0.56235 
粉末 写真 は この 格子 恒 数 を 用 いた 計算 値 : 
LEC HTS BAAS ¢ Pmmn. 
で ある 。 単位 格子 は 4/Aghe,S,) より な 
So 比重 は 4.25 (実測 ), 4.27 (計算 )。 | 
結晶 は 達人 双 卓 の 為 に 著しい BRAT Bat 
Fo 双葉 片 双 品 を な す も の も ある 。・ 結 品 
Ailx b,m, n, x {Oll},c S : 
(Am.Min.,39, 475~485, 1954) 「 横 山 ] 


7672, {2% callaghanite. Beck, 
CW, Bursy ix He 

ANF Sil, Gabbs Pures SZ SS 
系 上 部 に 属す る 苦 灰 岩 は , make 
ERA ASH, その 接触 部 に 於 い 
て は 蛇 紋 岩 を 生じ , BELG IE brucite 
に 変り , LEELA ORV ER Hse T 
いる 。 OREM A-ARELR SLE 
BAP ICN 7 REE CHE LU, 或いは 皮膜 
状 , AWRSEC RET Z Z2 6D GK PFET X 
Nico MABILMA AIC L, HEB 7 
F oH {111} & 4111} ae Ry, {221} 
と {221} を 有する も の も ある 。 BABA AS 
{111} & {111} に 完全 で も る で H 
KE 3~3.5, GH CHS. 微量 化学 分 析 の 
結果 は , Cu,Mg,Ca(OH),,(CO,;)).2H,O 
が 与え られ た 。 測 角 より a:b:c=0.7252 
:1:0.8504, ワイ ゼン ベルグ 写真 , pre 
cession 写真 より , ZAR is AarlyxA2/a 
G.ayg=8.24A, by=11.80, c)=10.0€, 
B=107°18', HREOC 7c EE BI 
2.71, 計算 値 は 2.78 で 単位 格子 は 24 

より な る 。 光学 的 性 質 は «=1.559,8= 
1.653, y=1.680, 2V=55°,ZAc=18%,, 
本 鉱物 は 熱 水 液 と 堆積 岩 中 の Mg 及び Ca 


fp '2 SA ORS Se is 


と の 作用 に より 生じ た も の で ある 。 Kin 
4lx Callaghan, E 氏 に 因む 。 (Am. 
Min., 39, 630~635, 1954) ORE Ly) 
7673, QRYVHBMOWR (XIV): 
Renardite Frondel, C., Cuttitta, F. 
ベル ギー 領 コ ン ゴ ー, Katanga ZO 
renardite を 新た に 分 析 し た 結果 , 化学 
siz Pb (UO,), (PO,), (OH), -7H,O 
が 得 ら れ た 。 COMMBTILNA AIC 
J&L. phosphuranylite や dewindtite 
, と 同じ 構造 で あぁ つて , BHEBOROAL 
0 16. OLA ByetT: C= 
13.7 で ある 。 Phosphuranylite は この 
Pb を Ca で 罰 換 し た も の で あろ 3 う 。 
(Am. Min.,39, 448~451, 1954) (AFR! 
7674, HAMIL ae DMB (VIL) : 
Phosphuranylite £ dewindtite. 
Hogarh, D. D., Nuffield, E. W. 
KY }A2, Urgeirica PE phosph- 
uranylite (i@t4iaKO Bmmb に 属し , 
格子 恒 数 は ao=15.85A, b=17.42, 
€=13.76 CHS. ~VH-Bayva— 
Kasolo # dewindtite "は Frondel の 
FRI ESL C, 叉 格子 蛋 数 は a。= 
USO, Why Creer “Ons sc 
の 化学 式 は  4[Ca 
(UO,)6(POQ,1)4(OH),10H,O} 叉 dewin- 
chien i PbO POT OR 
10H,O] で あぁ る 。 (Am. Min., 39, 444 
~447, 1954) [Kes] 


Phosphuranylite 


7675, tm Pennsylvania RYU 
Delaware 2D S¢}8R Clavan, W., 
Mc-Nabb, W. M., Watson, E.H. 
Norite, noritic eucrite, quartz no- 
rite, hybridized norite POAMHOAR 
FEA BURL OVC, 化学 成分 と 光学 的 
性 質 の 関係 を 求め た 。 今 迄 に 発表 され た 
結果 は 試料 の 純度 , CAO ESNC IMA 
が あり, 不 充 分 な も の で ある こと を 指摘 
し 本 研究 に お いて は , 特に この 点 即 ち , 


試料 の 精選 及び 分 析 法 に つい て HARA 
味 を 行 つ た 。 Fe,Mg,Si BA, Ca, Al 
アァ アル カリ の 少 い よう な KRMaTEL LT 


各 元 素 に つい て 最近 発 雲 され た 各種 の 方 


法 を 組合 わせ た 新しい 方 法 を 提 委 し た 。 

1, Fe Ti, Mg, Mn は 試料 を HF+ 
HCIO』+HLNO。 で 分 解 し て 落 液 と し た 後 , 
これ を 分 配 し 各 別 個 に 定量 する 。SiO。 は 
別 試料 で Na,CO, teaaig HCl + HClO, 
で 処理 し て 室 量 する 。 ア ルカ リ は Marvin 
Dey DO AR ee lb ClO ae 
DRG BREE LI Bb NER 
は FeSiO, 28~45mo!l 9%6 ま で の も の で , 
比重 , 屈折 率 , 光 軸 角 等 が FeSiO; OFS 
加 と 共に 略 々 直 弧 的 に 大 と な る こと が 図 
示さ れ て いる 。 (Am. Min., 39. 566~ 
580, 1954) ‘RAIL 
7676, 石綿 の 含 成 に 開 す る 研究 (1): 
Sx RABRADMR Comefaro, J. 
Ee ohinye wean 
EEA, MeF,, MgO, CaCO; RUG 
英 を 原料 と よ として, これ 等 を fluor-tremo= 
lite Ca。Mg。 (Si,0,,'5 F。 の 組成 に 混合 
L, 電気 炉 中 で 1400~1450°C に 如 難 
KORA Se, この 温度 に 30 分 ~4 時 間 保 
も , 5°~1009/1 時 間 の 割合 で 1100° まで 
徐々 に 冷却 する と diopside, tridymite, 
CaF,, MgF。 と 共に fluor-tremolite の 
結 品 を 生ずる 。 この 結晶 は 長 さ 最大 4mm 
に 達する 針 状 の 単 結晶 で ある 。 この 合成 
fluor-tremolite の 化学 成分 は NLS 
Cay. r9Mg5.45(Sig.gsQ:1)oF, に 相当 し , 
その 光学 的 性 質 は @=1.581, B=1.593, 
y=1.€02, 2V=86.5°, ZAc=21° CH 
), 天然 の hydroxyl-tremohte の 値 よ 
り 征 低い 。X 線 的 研究 の 結果 , その 格子 
恒 当 は 次 の 如く 決定 され た 。 as=9.781A 
bs=18. 007, co=5.267, B=75°29’。 ZL 
(100) A (110)=27°39".¢335 (Am! 
Min., 39, 537~548, 1954; 「 長 谷川 ] 
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cio 
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"7677, 紅 経 石 の 熱 水 合成 Roy,D.M. 

MgO-A1,03-SiO,-H,O OHI, A 
EAE ROAR DIEZ UX RYT 
め ら れ た 。 カオ リン や MgO+Al,O,+ 
SiO。 を 10,000~30,000 psi の 氷 恭 気 
FED FE, 450°~650°Cyz100~400 時 
MAT St, BA, 20, Ze 
等 と 共に , 20 ミ クロ ン 程 度 の 微細 な 紅 往 
石 結晶 が 生ずる 。 ARE 7 Al,O,-Si0,- 
HO 系 に 於 いて は 紅 柱 石 の 生成 は 困難 で 
ある が , Catt Bers Mg++ の 様 な 稽 々 大 
き な イ オン が 存在 する 場合 に は その 生成 
が 容易 で ある 。 (Am. Min., 39, 140 
~143, 1954) _ [長谷 川 ] 


ZEBRU KS 


7678, K¥BOMEOBRNZH RTS 
Fx Simpson, E. S. W. 

mafic と felsic 指数 を 用 いて 火成岩 の 
分 析 の 結果 を 図示 する 新しい 方 潜 を 提唱 
し た も の で , 之 の 図示 法 は Fe-Mg-alkalis 
図表 よ 9 る や 都合 が まく に ドーラ タイ アト 
ROA CART VAIN 岩石 と の 区 別 
も 明か に し 得る と 云う 。 班長 質 鉱 物 の 分 
別 結 品 度 を 知る に 都合 の ょ い Bowen の 


(Na,O0+ K,O) x 100 
CaO + Na,O+ K,O 


&L, Wager & Deer DHE LR 


(FeO + Fe,O,) x 100 
MgO+FeO-+ Fe,O; 


ELCK RMAC LY, 縦 軸 に は 重要 元 
素 の 酸化 物 SiO。, NagO+K。O, FeO+ 
Fe。0。, MgO, CaO の 百分比 を 図示 する 
方 法 で あぁ る 。 実例 と し て 南西 アフ リカ の 
トー ライ アイ トト 系 Okonjeje complex 
VB CARL, M 図表 に 於 て は 結晶 作用 
の 早期 と 中 期 の も の は 各 酸 化物 の 位置 が , 
拡がる が 末期 の も の は 集中 し , F 図表 に 
於 て は 末期 の も の が 拡 が が つて 来る 。 FEO 
て MM 区 表 は 早期 乃至 中 期 の , F 図表 は 


を felsic 指数 (F) 


を mafic 指数 (M) 


末期 の 結 品 作用 を 検討 する に 都合 が よ 
WERIo RM FS wah M swish & 
つた M-F Sse2 See em eT 
る に 便利 な 図表 で ある と し , Skaergaard, 
Okonjeje complex, Daly の 各 火 山 弟 
分 析 値 , Garabal Hill の Glen Fyne | 
complex の 4 例 に 就 い て 述べ て いる 。 
(Geol. Mag., 61, 23€~244, 1954) 
[植田 ] 


7679, Flamanville の 人 花 向 岩 体 の 橋 
= Martin, N. R. 

北西 フラ ンス Cotentin Payee Fla- 
manville t#ycR py 4B, 南北 3 HED 
MERA DA AHORB RUTTER 
岩 の 面 構造 , 線 構 造 , 節理 , KBE, 岩 
脈 等 の 方 位 の 詳細 な 調査 か ら そ の 構造 史 , 
{tea D emplacement の 様式 を 研究 し 
た 。 本 地域 の 格 曲 は 2 の 地 項 運動 か ら 成 
So 第 1! は カレ ド = ニ ア 運 動 (Mesode- 
vonian) {x NE-SW 方 向 の 軸 で , 第 2 
は ペル シニア 運動 (Sudeten?) CZMOH 
は 真 西 か ら 数 度 南 に ふれ る 。 

此 等 の 構造 方 向 は 更に 後に 貫入 する 花 
Me VCFED AHO ROR IT CO So 花 
Hi OIGRElX diapiric の 様 で ある 。 そ 
し て 人 母 岩 を 押し の け て 上 昇 し た shhh 
DBO TH REZ OZBK 帯 の ホル ン 
フェ ルス の foliation は 同様 な 上 昇 運 動 
に よ つ て いる 。 それ ら の BRIT BEO 
BD AICRRORC KS 深成岩 体 の 概 
念 に 一 致し て いる 。 HHO HEAT dre 
直接 する 母 岩 と 花 賠 岩 と の 構造 的 整合 
示し て お り , 広域 運動 の 結果 と し て は 療 
察 さ れ な い 。 stoping を 受け た 母 岩 の 変 
成 作 用 , 変 代 作 用 , 長石 化 作用 が 接触 部 
に 沿い 起 つ て いる が , [EEO We a4 
の emplacement に 附 隊 的 に 起 つ た る も 
の で ある 。 HEORRIMEM BARI O 
位置 で 母 岩 の 花 賠 岩 化 作 用 に ょ つて 生成 
せら れ た と 去 う 以前 の 結論 に 刻 別 せら れ 


拡 44 a BG ORR AS a 


Bo (Q.J.G.S., 108, 331~338, 1952) 

TR! 
7680, 7EmMBONR : B=HLRAO 
石英 と 長石 の 研究 より リ 肖 られ た 護 控 
Tuttle, O. F., Keith; M. L. 

Skye 地方 の Bein an Dubhaich 花 
BHD 25 の 次 料 の 石英 の 転移 点 が 測定 
され た が , 既に 研究 され た 流 披 岩 の 石英 
の 転移 点 に 対応 する 事 が 見 出 だ さ れ た 。 
又 ア ルカ リ 長 石 及び 人 稚 長 石 の 光学 的 (2V) 
KAGE, HBLRBRA 
近く , 後者 も 高温 型 の 特徴 を 示し て いる 。 
即ち この 花 賠 岩 は 流 統 岩 に 普通 な 旬 物 学 
的 特徴 を 持つ と 共に , 組織 及び 成分 の 上 
か ら は 放 向 岩 の 特徴 を 示し て いる 。 そし 
て 上 の 結果 は , この 様 な 方 法 が 花 内 岩 の 
問題 (変成 起源 と 岩 江 超 源 の ) OPeIIc 
大 効 で ある 事 を 強 詞 する の に , 十分 で あ 
る 事 を 示し て いる 。 MEVRROERA 
を や 深 所 で 卓上 出し た も の は , 最初 の 品 出 の 
後に 引 続 い て , 鉱物 学 的 に , 叉 組織 の 上 
C, か な りな 電 構成 を じ た る の と 結論 さ 
R20 (Geol. Mag., 90, 61-72, 1954) 
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7681, East Greenland, Skaergaard 
BASHO SHG Muir, I. D. 

East Greenland,Skaergaard @A 
FAD MASE O 15 個 の 新 ら し いい 分析 が 
行わ れ , これ ら を 含む 19 の 分 析 値 を 朋 
WC RAHA fb HS Be AR Lio 

BiH na BE PR eb AS 
YAN7T BBE CHAT SA, その 品 出 
経路 に は 急激 な 変化 が 2 ヶ所 で 認め られ 
Bo CHS IAAT BU Abe i OTR 
#f (layered series の IOMMER A) ORT 
HEAD TRIT SRRU BEE BO 下部 
(400M OES) OME AOR MES SR 
CHS 

SRA BU BBE RO BURG 
AKICEC AG ASA CH SM, 


pare 


URE & = $F MEGA CLEA BOM 
TSAIRICR RAUL EY, 鉄 に 富ん で 
(4 GREE BO PRCLBUAKS HM 
し , 鉄 の 増加 と 共に 成分 は へ デン ベル グ 
輝石 の 斑 へ 近づい て 行く が , し か し 星 期 
HAL EHOMEL, 異常 な 構造 を る も 
OBLAST 50 後者 は 鉄 半 
KBE UCAHEDS HL, 転移 に よ つ 
CEMENT HAE CH YD, 次 第 に 鉄 
CE, BUN CROC <p 2D 
RICAN IX 2 DOBBS BAA 


MHA (Min. Mag., 29, 69U~714, 


1951) : (青木 } 
& RRS 


7682, Colorado Sitio=BARV 
CLIREBS PONY v AORBAB 
生成 及び 特性 Roseuzweiz, A.,Gruner, 
J. W., Gardiner, L. 

Colorado @HICBW CER YY VT 
TH=7HE YD B=aMCASZ BREA Y 
CE HV ZY Rsv 27H 


の Morriscn Behm Todilto GK, 


Salt Wash MemberRU=80Chile 


SaJZ, Shinarump 2Ab MBAs RP 


光沢 の る の か ら 硬 度 2.5 に 至る 
の も の が あり , 多く は 酸化 され る 。 PB 
BOREY 9 9 v 鉄 は に ぷ い 光沢 の 早 色 粉末 
状 酸 化 ウ ラニ ミッ ウム で 薄 礎 を と を なす 。 Sp. er. 
5.4~9.0, cell edge dimension 平均 5.40。, 
鉱床 は 鉱物 組成 に より 次 の 三 っ に 分 けら 
れる 。U-Cu (My ay gk, HORMEL, 
RAG), U-V (Pe svat, カル フォ 
B—-Fa eRe, | SUT tee 
(coffinite), 黄 鉄鉱) RULES (Bay 
7G, HESS, Beet), ここ で 
coffinite に 黒色 の 新 ウ ラニ ウム Ske 
ある 。 こ の 他 酸 化物 ) axrb levy 


‘et pees 


ip 


Gs p45 


を 含む 。 RROAMBDAKEORMILA 
を 含み , BRP CREEL, CONSE 
YFAVRBBART So 黄 鉄 鉄 は ッ ラ ニ ウ 
る を 含む 堆積 岩 に 最も 普通 に 見 られ る が , 
細胞 膜 を 残し て 樹木 を 交代 し , SORE 
ツラ ン 鉱 が 細胞 膜 を 交代 する 。 黄銅 鉱 は 
BCZEVBCNCHAERRIS. BM 
SRI CY Fv Rix MOULD & 
卓 を な し , 或いは 黄銅 鉄 及び 斑 鉛 鉄 連 品 
ERY FY RAI), Ric Sn BAM SK 
に より 切ら れ て 居る 。 或 る る の は 石灰 質 
砂岩 中 に 生じ , 右 灰 岩 及 び 石 英 の 粒子 上 
BERT COMERS, BR 
Gk, HR, PRK, 鋼 藍 が 埋め られ , 
同様 に 樹木 を 交代 する 。 PRPS F 
ン 鉄 を 交代 せる も の も ある 。 LESH 
床 に は 硫化 物 と し て 黄 鉄 鉄 を 含む だ け だ 
OS, HOTT FY ウツ と に 富 な な と. LZOLE 
BRL VV VRE, 普通 の 有機 
試薬 に 容易 に お か され な い 。 Davidson 
及び Bowie (2 ind ぐ 粒子 の 衝撃 で 軽 
DALTKBO BAS) 生成 され た と 思わ 
NB o RAGTPILEM Ls 有機 質 深 液 に 
OT NE 
HES ED HOARE ZA. 或 る 所 で 
VES FY BRL BRL ASE ALAR © CTX 
L, FICHE RRie kD SEARS HN 
る 。 或 る 所 で は 砂岩 中 の BERS & LIE 
青 鉄 が 変 代 し , £ORRICAY 7YRE 
生ずる 。 或 る 鉱山 で は 石英 粒 の 間際 を 内 
立 ラ ン 鉄 が うめ , ゴム 石 類 伏 の 石 基 中 に 
小粒 を な す 。 この 石 基 は 一 股 に 三次 的 鉄 
物 に は りお お ね われ る oo (Econ. Geol., 49, 
351~361, 1954) ERA) 


7683, 中 米 ホ ンジ ュ ラ ス Rosario H 
With RuU! San Juancito 山地 の 地質 
$$o Robert, H.C. 

San Juancito 山地 中 に ある Rosario 
鉱山 地区 に 関す る 地質 , 地質 構造 , 銃床 
及び 産出 鉱物 等 に 関す る 論 六 で ある 。 


当 鉱 山 の 地 質 は 変質 度 の 低い 片岩 , BE 
BeBe lL, その 上 に 上 部 三 曳 紀 か ら 
第 三 紀 迄 の 堆積 岩 と 火山岩 より な る 厚い 
失 層 が 重なり , Snickers, 
石英 安山岩 , (EmMARAS ARAL, 更 
(ALO EBS ING BOTW So Hh 
質 構 造 は NE-SW 方 向 の アー チ 構 造 が : 
EAC, 更に 第 三 紀 末 の 導入 岩 は E-W, 
N-S D25M2RL. ZX N-S,NE-SW,, 
E-W の 傾向 を も つ 多 く の 地 塊 断層 に よ 
つて 特徴 づけ られ る 。 

録 床 は 地質 構造 に 支配 され , 花 賠 岩 脈 . 
を 除い た すべ て の 岩 体 中 の Site cia 
し , 特に その 鉄 化 は 石英 安山岩 , WS 
BEUK BE RUPEE ACH LW > 鉱脈 は 
BS, 延長 = 深 度 共 に 大 で , BSE 
な す 。 これ ら は 更に 肥 胎 する 岩 体 , Ee 
等 に より 5 系 統 に 分 た れ , SRI 
前 の 構造 の 形態 , PAOMASC LOR 
化 が 支配 され る 。 GAME UCHR 
関 亜 鈴 鉄 , 黄 錯 鉄 , TIBVSK, 脆 安 銀 旬 等 
が 略 々 この 順序 に 唱 出 しり, これ に 石英 , 
ANDi, $a, DRA, Bev AY BK 
BG OUR SLD & MURAL SCHR (Rc 
は 自然 銀 , YERLSRGK, VSKLGRGK, FLEE 
藍 鋼 鉱 等 が 産出 する 。 この 外 自 然 金 も 重 
要 な 位置 を 占め , これ ら の 鉱石 分 布 は 地 。 
域 に より 多少 の 差 が ある が , 概して 同様 
で ある 。1883 年 以来 その 産 額 は 銀 , 金 で 
9300 TF BBRIZIE LT WBo 谷中 米 全 体 の 地 
質 構 造 よ りみ る と , GPR ATIRO BR 
MBOAREA RU Aa Ve FA & FES By NET TC 
成 生 され る 可能 性 が 大 で ある 。 (Bull. 
geol. Soc. Am., 65, 23~38, 1954) 

[田代 ] 
7684, BMOHAILKL S Butte HMB. 
Sty Di AAS Sales, R.H., Meyer, C. 

Acs Butte 地方 West Colusa, 
Belmont 及び Leonard G24 licK 
Wh BZ EGR NSE GK 2 IRD BE fi FE a VCS 
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する 研究 で ある 。 SSKIRISEL LCR 
SK, Pipe ROURKE ED RD, これ が 
th 60~100ft の 石英 粗 面 岩 折 乃至 石 英 
"安山岩 質 岩 脈 の 導入 を 蒙 り , balOskip 
の 相互 反応 より 次 の 様 な 鉱物 共生 及び 
その 組織 の 変化 を 生じ て いる 。 1) 岩 脈 
に 接する 部 分 "(を ft 以内 ) で は 塊状 を 呈 す 
ZR, FEAR VO MARA 
し て いる 。 この 場合 展 々 黄銅 鉱 及び 四面 
: 移 鋼鉄 は 夫々 その 内 部 に BR BRERO 
PRAHA & ABTS. 2) Let HISK L Ht 
$I LOSBMNAAIIRE 鉛 鉱 中 に 共存 す 
る 黄 鉄 鉱 の 量 と 岩 脈 か ら の PRL IC kO 
て 定まる 。 3) WMH Rie peHik kU 
い 時 に は 後者 は 展 々 黄 争 鉄 中 に 益子 状 組 
続 を な し て 存 し , 2OWMOBYAarrs 島 
RES SK ty A PERASRS (CFLS So 
この 組織 は すべ て 離 芝 性 の それ に 類似 す 
Bo 4) REVUE MMNICTA BR Be SR UES HAGA AS 
KR APE RU RES BO, 場合 
も ある 。 5) BIREY CXTIt の 所 で は 多 
少 変 成 鹿 低 下 し , BARRGIRO Ee 
し て これ に 代り 少量 の 丸 色 輝久 鉱 (低温 
型 ) が 班 鋼鉄 中 に み ら れ る 様 に な る 。 

6) Sees I GES & Be う 一 部 赤 鉄 鉄 に 
変化 する 。 T)O)\ILOCHU ERS 
OVER k OCS REY Be LOE Bert 
BY AY SRR SY Av BRITA 
し て いる 。 8) 上 記 の 硫 墓 は 一 部 麗 鉛 鉱 一 
BASRA IAT IA, その 離 溶 に 
LOTHE AUR TIS MIR OPES S ER 
鋼鉄 の 析出 が み ら れ る 。 8) RECREAPER 
FROWRAIGKAS bornite 中 に 存 し , これ 
は 岩 脈 に 近 ず くに 従 つ て 増加 する 。9) B 
Dre 1D FR TASC US RP SE BC EERRER OBE Hr 
MAGN, =O —-MIEREKIC LTB 
代 さ れ た か の 様 な 組織 を 量 す る が , BH 
成 に よ つ て 生じ た 和 固 深 体 の 離 深 に よる る も 
の で ある 。 (Econ. Geol., 46, 813~— 
820, 1951) Mae 


7685, AMMLYUBRELTRMROKDT 
Smith, F. G. 2 
鉱床 を 生成 する 鉱 液 の 物理 化学 性 ( 成 
分 及び 比重 一 液体 歌 は ガス 体 〕 に つい て 
は これ まで 数 多く の 研究 が な され て いる 
が , その 中 で る も 鉱物 中 の 包 裏 物 よ り Be 
の 性 質 を 究め よう と する 試み は 上 相 味 深く , 
その 成果 に 期待 出来 る 。 iD pODRD 
と し て は 1) MRAM PRE CA 
囲 さ れ た 液体 , 2) 成長 中 の 結晶 面 に 附 着 
し た 不 混和 流 係 , 3) 成長 中 の 結晶 面 に 附 
着 し た 結晶 質 固 体 , 4) HMOML Ca 
裏 され た 結晶 質 固体 , 5) 結 品 面 の 成長 に 
よ ょ つて 包囲 され た 隣接 結晶 の 5 種 が あり , 
之 等 包 裏 物 中 の 不 混和 想 と し て は 水 , 気 
Ye, MAAR, 石油 及び 潤 青 物 , 
Wide & 7k WF ABA RS WARSI 
So CO BRMOIGANER & IRE 
分 類 す れ ば a) 塩類 水深 液 及 び b) 会 水 
eeme te fA hydrosilicate と な り , 前 考 
は 塩類 含有 率 の 高い も の (hydrosaline) 
と CO。 の 多い 水深 液 型 (hydrocarbonic) 
に 分 けら れる 。 そ の うち hydrosaline は 
Na, K, Ca の 塩化 物 , 硫酸 塩 及 び 炭 酸 
塩 等 より な り , 濃度 は 一 般 に 高く 5~20% 
内 外 , 内 部 に 立方 体 式 結晶 を 有する も の 
は 更に 高く 約 30% 前 後 の 濃度 が 推定 され 
So CDR RORMME UTA 1) Bae 
化 (juvenile water), 2) ARVERICES 
SIKSLINO MH (resurgent water,, 3) 
堆積 岩 の 沈 積 変質 作用 (connate water) 
SRBRASNSM, その 何れ か は 明か で 
な い 。 一 方 hydrocarbonic は ペグ マタ 
イト 久 物 及び 高度 の 変質 作用 を BORG 
英 脈 中 に 多く 存 し , その 濾 度 は 低く 塩類 
結晶 を 含有 する こと は 稀 で ある 。 この 外 
Ah & OES 2s x hydrosaline Ay, 
RPM So これ は connate~w 
resurgent origin で , 水 と の 割合 は 一 定 


し な い 。 Hydrosilicate ZaRys be 


iy 


Na 
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の 水 及 び 気 泡 を 伴わ な い ペグ マタ ィ イト や 
BERGER D EER SAC PEL, AR AR 
源 と 推定 され る が , その 成分 は 不明 で あ 
So MER TOTIRRULO HEA 
GIRO 状態 一 液体 また は ガス 体 一 を 決定 
する 上 に 重要 な 役割 を 演ずる 。 この 研究 
に ょ よれ ば 録 液 は 地質 学 的 条 任 下 で すべ て 
液体 で ある と 推定 され , 従来 ベ グ マタ イ 
b RUBER SAAR AE VC BES Le 気 成 ダス 
DAE LBEENS, (Econ. Geol.,94, 
205~210, 1954) Dee 
7686, BiBTICMF 3 EMER POR 
tO Bs BRE Morey,G.M., Hesselgesser, 
J. M. 

DRMROGESEE FO BARA 
' ORE CBRE & ANT ds に 気 成 作 用 や 
GREER ORE BAG SEC 重要 な こ 
と で ある 。 著者 は その 基礎 的 実験 と し て 
3300bars で 600°C の 加 施 実験 に 岳 え る 
bomb KRUBIZBE LEBEL, 石英 , 石 
BAIA, BRE, BRR, REA, 

FEE, GE BEE. Biss, A, ot 


BeEeRU 2,3 の 硫化 物 に つい て 400°C, 


500°C RU 600°C の 各 温 度 で 2000bars 
まで の 藩 解 度 測定 実験 を 行ない 次 の 様 な 
FER (wth) を 出し て いる 。 1) 石英 0.233 
% (400°C,2000bars}); 0.499% (500°C, 
2000bars) ; 0.765% (600°C,2000bars), 
2) 曹長 石 0.0062% (500°C, 400bars); 
0.077% (500°C, 1000bars) ; 0.2675% 
(500°C 2000bars), 3) @B4e70.076% 
ae oe 0.248% (500°C, 2000 
bars), Ss 0.069% (€00°C, 
en ) Bee 0.002%, Bia 
0.004%, at 0.011%, Na,SO, 
0.4307% (何れ も 500°C, 1000bars), 
i HAG 0.009% (500°C, 1000bars), 
7) $87 0.00025% (500°C 2000bars), 
= DIMI LD OVE He BE 1x 500°C, 1000 
bars DAie PS CHEMI, BIEE, WE EASK 


WRBEGK, PISR SOSA TR U Be RESET OWY TT 
測定 され た が , 後 2 考 を 除き , その 値 は :. 
極め て 小さ く , 斑 負 鍼 の 場合 に は 却 つ て 
重量 の 増加 が みとめ られ た 。 MORK 
の 結果 を 要約 すれ ば 次 の 様 で ある 。 a) Hh 
物 の 落 解 度 は 温度 及び 圧力 に 比例 し て 増 
加 す る 。 b) BRAT AOVYMEILBEO- 
それ に 比 し 著しく 大 きい 。 <) BECHER. 
Blk 600bars 以下 の 伝 圧 部 で は 必ず し 
も 温度 に 比例 し な い 。 dd) ARCA Lb 

BRARD IO WEE L ORV 
的 な 関係 が み ら れ る 。 e) 長石 類 は 高圧 下 
で 大 し た 分 解 は 起 さ ず , 次 解 液 の "(KEK。0, 
Na,O) : Al,O,: SiO, CKO 
比率 で 表わさ れる が , SRR AO SME 
必ず し も ゃ その 構成 分 子 比 に 従わ な い 。 A) 
FTE TRIE OVALE bat. 
ERB LUNCH, 鈴 石 及び 硫化 物 の 
それ は 更に 小さ い 。 以上 の うち 鈴 右 及び 
硫化 物 の 溶解 度 が 小さ いこ と は 注意 すべ 
き で , これ ら は 更に 副 ア ルカ リ 性 の 溶液 " 
中 で 吟味 する 必要 が ある 。 (Econ. Geol., 
46, 821~835, 1951) ey 
7687, Ontario, Cobalt AO UWE 
@ BGs - Koehler G.F., Hostetler, P. 
B., Holland, H. D. 

この 地方 な Keewatin 累 層 の 変質 去 
武 岩 及び Cobalt 統 堆 積 農 と これ 等 を 芋 
< Hite BARR bY), = = Ase eke 
BOMEHMOR EEA. Cobalt 堆積 
岩 の 中 に 断層 , 飾 理 が 発達 し , 鉱脈 は 主 と 
し て 人 節理 に 沿い, 市 7~8 MRR 
で ある 。 鉱脈 構成 鉄 物 は コバ ルト ー= ツ 
ヶ ケル , BROMO, Temi, Bk, REG, 
PGK, PERMGK, BBIGk, 方 解 石 , 石英 
で ある 。 風化 面 に は = ツケ ル 及び コバ ベ バル 
ト 華 を 見 る 。 地 化学 探 鍼 は Agunico $k 
山 の 主 脈 を 和 複 う 永 河 堆積 物 中 で 行 つ た 。 
100 REEMA CHER C0 ヶ の 点 を と り , 
DAY FAVATICE DARE CHD Ti, 
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LAR 以上 の 深 さ か ら LOR 毎 に 採取 し た 。 
試料 は 砂 , WEE, 粘土 に 分 類 し , 他 
に 土壌 池 加 わる 。 こ れ 等 か ら Co の 検出 
を 行 つ た が , その 結果 Co SRR 
'! 的 に 表土 少 光 の 導 め に 増大 せる も の , 其 
MOS HIC より 下部 か ら 増 大 せる も 
の 及び 何れ の 場合 に も 増大 せ ぬ も の と あ 
り , 多く は 第 3 の 群 に 属す る 。 又 地 形 的 
影響 を 見 る 族 め に 海抜 1045 °REREL, 
高低 に 分 ける と Co は 低地 に 多い , Hb 
下水 或いは 植物 の 根 等 に より 同じ 岩 質 で 
も 深部 で Co が 減ずる 喜 も ある 。 BWC 
は 粘土 , DEKE, 砂 の 順に 含有 量 が 減 
TSA, これ は 粘土 鉱物 の 吸着 に よる 。 
低地 で は 砂 質 粘 士 が 粘土 よ りや や 含有 量 
BOD, これ は 砂 の 方 が Co の 移動 に 適 
する か ら で あ ろう 3 。 叉 , Co SRBORM 
則 性 な ど に 就 い て 一 例 を あげ て 居る が , 
試料 採取 点 は 不 規則 性 を あぁ あや まり な く GB 
握 す る に は 更に 近く 取る 必要 が ある 。 
(Econ. Geol., 49, 378~388, 1954) 


[鈴木 ] 
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7688, JEPAUVBA LMP RVI AOSS 
‘}HEWOMR Eardley, A. J. 

ALAM SOLE LUTALT RVDE 南ア メ 
リカ の 間 の 内 海 地 域 の tectonics を 論じ 
た も の で ある が , Eardley DOOR 
( 吉 生 代 コ ルディ V FHA, 1947) と 一 
連 の 関係 に あり , Gk O MF volcanic 
archipelago の 概念 を 地質 学 的 事 実 に 
基 い た 観察 か ら 更 に 一 歩 を 進め , 現在 の 
WEES LOANS AVC, 地殻 内 部 
の 機構 と 運動 に つい て BRERA YO 
で ある 。 北ア メリ カ の 大 西洋 と 太平 洋 の 
端 に 治 う て いる 古生代 の 造山 帯 は 南ア メ 
リカ の 古生代 造山 帯 と 密接 な 関係 が あり , 
中 央 アス リカ , メキ シコ 湾 BVT Mp 
- そ の 中 間 帯 を な し て いる 。 Vastly 


BEAL OW ILARGER Ont OM 
置 に あり , Reaxrtkiches OSA MI 
し て いる 第 3 OGL, NT VF VA 
0 I, TUF V7, B72 Y 
PORE ICII CAEN, それ は 
中 生 代 の 造山 帯 の 外側 に 位置 する 。 メキ 
シコ ー カ リプ 地域 の 堆積 盆地 に み ら れ る 
種々 の 者 実 か ら , 次 の よう な orogenic 
cycle を 推定 する こと が 出来 る 。 即ち 

1) 長い 間 中 央 地域 の 広い 造 陸 的 上 昇 運動 
BH, £O-MeEEQV EW CWOSAM 
(basin) に 多量 の débris を そこ ご か ら 洪 
給 す る 。 2) 取り まい て いる basin 内 に 
SSL TRIS KIC 圧縮 的 変形 が 
起 る 。3) 前 述 の 上 昇 地 域 が 、 場所 に よい 
沈降 し ,deep water を 伴う 一 つの basin 
を 創り , 新しい basin の 辺 綾部 は 問 も な 
< heavy sedimentation の 場所 に な る 8 
この 造 構 造 運 動 組 合 せ も か ら orogenesis 
に 関す る 一 つの theory が 創 峰 され る 。 
それ は その 原因 的 機構 と し て mantle 中 
に 非対称 的 対流 を 考え る の で ある が , こ 
の 機構 は 赤 重 力 異 常 を も よく 説明 する こ 
と が 中 来 半 湯 2 補 0 ど 頁 282 衝 入 の 
間 の 内 海 地 域 の 造 構造 運動 な 勿論 の こと , 
Hess ROMO RC LU RRA NR 
領 東 印 度 講 島 に も よく 適用 する こと が 出 
来る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 38, 707~773, 1954) (Ba) 


7689, MiB X WES SD Big Hay, RL. 
Absaroka 山脈 東南 部 の 火山 岩 の 調査 
で この 地域 は 大 部 分 が 河川 に より 堆積 し 
た 砂 , YO ) BED JK URES CARS 
は 爆発 に 伴 つ た も の で ある が , 一 部 に 古 
WK La OVAL O PED % & Bo Wentwo- 
rth, Williams(1932) に よっ つて 定義 ざれ て 
いる tuff や pyroclastic と いう 用 話 は 
不適 当 で あつ た り , BME HX Bro 
更 に Wentworth, Williams に ょ つて 


non-pyroclastic origin か pyroclastic 


ip 
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origin か 判明 し Ze WARREN 
volcanic な る 形容 詞 を 標準 粒度 の 用 語 
: の 前 に つけ て いる が , Fay (1920) we 
り 定 義 さ れ た も の か ら 考 へ る と 適当 に 思 
DNs KURI OUT Ik UK LURE 
層 物 の 量 に よっ つて 20% 以 下 の 場 合 は lean 
volcanic, 20~80% の と き は medium 
volcanic, 80% DEO & き は rich 
volcanic と 名 和 村 て いる 。 non-volcanic 
sedimentary rocks に 対す る Went- 
worth の sedimentary tuff と いう 用 
at) PEGE CH) BAD 成分 より むし ろ 
起源 の 様式 に 関す る る も の で ある か ら tuff- 
aceous な る 形容 詞 を 用 いる の が FRET 
DAA (Jour. Sed. Pet.~ 22;119 
~120, 1952) ! 阿 部] 
7690, Bahama 石 友 質 砂 に っ いて 
抽 he IL We 
Bahama 湾 の 大 部 分 が 炭酸 石灰 より な 
る 砂 に よ つ て お ほ わ れ て いる 。 この 石灰 
AP, EMDR OBCERADRAD 
料 よ りな つて いる 。 こ の Bahama 湾 地 
方 の 地質 研究 は 1853 年 に R.J. Nelson 
WEOCHASH, これ ら に 関係 ある 研 
GNIS << DAA LOT RENTER 
筆者 は この 石灰 質 砂 に つい て BRN DHT 
首 行 る で いる 9 等 枚 と し じ て 筆 者 は (2) と 
り (j) 迄 に 分 類 し 6 mesh 以上 を (a), 6 
~10mesh を (b) と し て (a) (b) EB, 
10~16mesh, 16~25mesh を (c) 及び 
(d) と 分 類 し て 粗 粒 砂 , 25~44mesh, 44 
へ 72mesh を (e) 及び (f) ELH: 
>, 72~120mesh, 120~200mesh を 
(g) RU (h) EL CHIR, (j) を 200 
mesh DLFELT silt, clay or mudt 
し て 表示 し , sorting に 関し て は Trask 
(1932) 及び Stetson and Upson(1937) 
に な ら つ て 範囲 と し て 1.30 より 小さ い 
る もの を very well sorted, 1.30~1.59 
well sorted, 1.60~2.00 moderately 


sorted, 2.00 ょ り 大 きい も の を poorly so- 
rted と し , 砂 粒 の 丸み に 関し て は Pettijohn 
の 図表 を 採用 し た 。 叉 採取 し た 砂 中 に あ 
る 泥 の 量 や X 線 写真 , 砂 中 に 含ん で いる 
右 放 質 の 基 で ある 骨 等 の 石灰 質物 質 , 化 
右 に つい て 詳細 に の べ て いる 。 RVC 
の 砂 を 岩 相 学 の 立場 より 5 の 分 類 で 比較 
検討 し て いる 。 Gun Point Channel の 
砂 に つい て は 海洋 と 湾 と の RLARVA 
AAAS kB 岩 相 の 相違 を 簡単 に 図示 し , 
olitic な る の は 湾 に 多く 海 洋 に な る に つ 
れ て 減少 し , SRN OTD MBM 
認め られ る 。 最後 に 堆積 状態 と その 関係 
に つい て ふれ , 潮流 の 影響 や 温度 や 塩水 
FE\zOwc Gt. Abaco Island FAWiz 
つい て 化学 分 析 と 共に 論じ て いる 。 

又 盗 の 堆積 た つい て 図示 する と UCB 
明 に 記載 し て いる 。 (Bull. Amer. Assoc. 
Perol. Geol., 38, 1~95, 1954) ! 阿 部 ] 


7691, フロ リ ダ ダ 帰 中 部 フロ ー レ ンス , ル 
= ン シイ bigs OE AISLE T 
Twenhofel, W. H. 

フロ ー レ ンス , ルー シイ 両 湖 は フロ リ 
ダ 州 中 部 オレ ン ヂ 地方 の 西方 部 に あり , フ 
B=py zt 50 t—A7-, We 
シイ 湖 は 約 70 c—A—Ors& 7 HAC 
HED eC AIRE 35 ft で あぁ る 。 HO 
FAR LAK aC Bi ad 6 BH L TWH 
炭酸 泉 や 落 解 作用 で 湖水 は HTK HE OD Hef 
を も つて いる 。 著者 は 特に フロ ー レ ンス 
湖 の 堆積 物 を 詳細 に 調査 し て いる 。 HAR 
ERNE, シル ト , Fok, 泥炭 等 で 湖 
の 1, 2,3 DE BUTBICI CRE Lie 37 
ヶ の 試料 各 10~20gr を 恒 量 に な る 迄 Be 
PELEAGALZOMEL 有機 物 と 見 な 
し て いる 。 その 結果 20it の 深 さ から 急 
に 有機 物量 が 増大 し て くる 。 減量 を 除い 
た 無機 物 を Tyler の 標準 節 で 粒度 分 折 
民 誠 結果 傘 1/,mm NC 
mm に 最大 % が 現れ 深部 に +/gs mm の 
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BAST LIAB MEOMAL IEC 相関 的 
特徴 で ある 。 堆積 物 の 海 法 作 用 は 良好 で 
堆 生 作用 及び 泥炭 , 有機 物 基 が ら フ ロー 
レン ス 湖 は 湖水 に な る 前 に 沼地 の 状態 で 
あつ た こと が が 明らか で 同 地 方 の 他 の 軟水 
性 の 湖 成 堆積 物 も 本質 的 に 類似 し た 特徴 
を © て いる て と が 認め られ た oe70 著者 は 
BIA 生成 に 関し て 3 つの 可能 な 条 
件 を 挙げ 夫々 に つい て HA LMS OMS 
に ょ より 沼地 一 泥炭 堆積 物 の 形成 一 湖水 一 
湖 成 堆積 物 の 沈 策 と 発展 し た も の で ある 
と し , そ の 生成 の 時 期 及び 現在 迄 の 堆積 物 
3 形 成 さ れる に 要する 時 間 に つ いて BES 
を 進め て いる 。 それ に よる と 洗 積 は 極め 
て 緩 優 に 行わ れ た も る ので, 沈 積 の 割合 を 
1 年間 2.2mm 1c RES L fr» 500~700 
年 で 余り に る Baws, Imm で は 長 過 
ぎる が , DC EX LOMO RIE Bigs 
WOOL L CIBFORN Fonryoek 
FERL CWS (Jour. Sed. Pet., 23, 
272~279, 1953) CE) 


>, 
に | 


BR 

その 全部 も し く は 少く と も 一 部 が 非 品 
質 な 融 成 体 か ら 成 る 壁 光 体 を 総括 し て 磁 
Pe IKE BIS. この うち もち 不 舌 明 
或いは 半 透 明 な 高 成体 又は 凝結 体 を 素地 
型 ) 透明 な ガラ ス 体 を 租 型 と 呼ぶ 。 これ 
等 種々 の 合成 体 に つき BEART bE 
調べ た 。 ツウ ラニ = ニル 附 活 に よる 豆 光 は 移 平 
類 や 移 土 酸類 が か な り 混在 し て も 著しい 
WELT, £DRANT b VOB 
te OREAQR RN = I ARO Bye 
KGS. WMeWKtE UTIVI AF 
ン 酸 を 多量 に 加え た も の は タングステン 
酸 カ ルン シ ニ ユー ム と , Rev ガン 附 活 で 多 
ORS SAT SO OW RH At 


体 と 夫々 同一 の BEART bVERTO 
(ABR, 29, 481~487, 1953) (ALL 


DD Oe 


B2H & 


ーー 


7693, WFP: ME CRBER 
Webster, -P. A. 

Hollander と Rieman OM RERE 
MKB L UCLOBECRRALK KF 
Ae & Na,CO,8 ad L, Memibe & AC) Coe. 
全 に 中 和 , QUEL TC CO。 を 除い た 後 SiO。 
eIAGIG AZ Wiz NaOH と HCI で pH 
5.0~5.5 に 調節 し (指示 薬 brom-cresol), 
煮沸 し て Fe, Al, Mn, Ti, 移 土 類 を 水 酸 
{Gime L CYR St, これ 等 を 涙 別 す る 。 
YAIRI pH 5.0 に 調和 備 し , 0.0SN-NaOH 
を 滴下 じ p54 と する 6 次ぎ に マン = 
ツ ト を 加え た 後 , 0.05N-NaQH で pH 
6.8 に 至る まで 滴 宏 を 行う 。 RRORE 
CEL? U.05N-NaOH OBA SHI 
BO を OC TE RS pHie pH 
測定 器 を 用 いて 正確 に 測定 する 必要 が あ 
る 。 B20。 の 含量 既知 の 多く の 標準 試 将 
を 用 いて , その 精度 を 吟味 し , FEDRA 
に 適する こと を 確 め た 。 
Cer. Soc., 34, 305~309, 1951) 

[長谷 川 〕 
7694, FBRRORMRBMERET A 
Seeize Anderson, B. W. 

MRS Neat RAMAN, これ 
VOSTRO RAN SE, KAD 
輸 郭 , TES ARIAS, 或 は 黒く 見 える 。 
上 時計 皿 の 下方 に 45° (fA Pe BR RIE TS, 
LAD SIEGES し つつ 側面 か ら こ れ を 
PEOSE, 極め て 明 具 に 像 を 見 る こと が 
出来 る 。 浸 液 の 屈折 率 が 久 物 の 屈折 率 に 
近似 する 時 に は , この 像 は 不明 足 に な る 
OC, 屈折 率 が 容易 に 求め られ る 。 
(Gems and Gemology 7, 231~235, 


1953) (KB), 


(Jour. Am. 


新 刊 紹 介 


Eruptive rocks (4th. edt.) by Shand, S. Jj. 

1927 年 に 初版 が 出版 され て 以来 , 1943 年 ,) 1947 年 に 夫々 改訂 版 が 出さ れ , SHE 
第 4 版 が 出版 され た 。 APLAR ICRA CTRL (ARE BRS SLAVE 
初 に 出版 され た も の に 比べ れ ば 改正 版 は 新しい 知識 落 多数 導入 され , 又 体 裁 も 著しく 
改正 され て いる 。 改訂 版 は part 1 と part Il ican, part I で は 19 剤 に 太 つ て 主 
と し て 大 成 岩 の 理論 的 方 面 の こと が 記述 され , part Il で は 火成岩 の description を 
SPICE OCTOCW So HU BROOME & EH, ER aK O Hie compatible 
and incompatible phases, eruptive rock complexes, late-magmatic and post- 
magmatic reactions, ~7+¥ 4 }ORMSOSBEMA, MIRHOMTIML ¢ 
HERO AIHB RUBEN CI LCS 0 MA MBIL EN EN BRB ENT OSo 
本 文 479 頁 , 附図 51, 写真 8 H (Woodbridge Press,Ltd., Guildford., 19504 
1650 円 ) [植田 ] 

A handbook of rocks. By J. F. Kemp, revised by F. F. Grout. 

AB LK J. F. Kemp の 著書 で 初版 1896 年 , 当時 広く 利用 せら れ た 。 HOBO 
岩 大 学 の 発展 に 伴い 1940 年 , F.F. Grout に より 改訂 第 6 版 が 出さ れ た 。 元 来 本 
書 な 偏光 宮 微 鏡 を 用 い ず に 岩石 学研 究 を 行う べく 著 さ れ た も の で , 初 党 者, 野外 地質 
学 考 の 益 の 好 参 考 書 で あろ う 。 各 部 の 配列 は 原著 に 従い , 内 容 は 広く 改め られ た 。 特 
に 計算 法 の 剤 , 岩石 成因 等 に 関し て , 多く の 増 改 訂 が な され た 。 KROMABAS MKSo 
PIB, 実験 客 の 方 法 , GARMRUCOR, 第 2~5 BKRBOME, BRD 
(CHE, 分 類 及 び 命名 表 , BREA iat ak 6 族 ) ORM AREER, 
FER, 分 布 等 に 就き 記載 。 第 6~8 BIL SIR TC, BI ~ 12 BAR AIH 
いて 夫々 記載 し て ある 。 第 13 HAAG RLOBZOMRE, 第 14 章 岩 石 記載 の 例 が 
BTS SNCS 附録 と し て 岩石 命名 の リス ト 及 びそ れ に 簡単 な 説明 が つけ て 
bBo 3c 300H (D.Van Nostrand Company, Inc., New York, 195245, 
1600/5) (FIR) 
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